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周
知
の
如
く
、
ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
独
占
形
成
は
、

r

生
産
に
：お
：け
る
集
積*, 

集
中」

過
程
の
_

な
結
果
で
あ
っ
て
、
他
国
に
お
け
る
よ
ぅ
.
な
自
然
的
人
為:

:的
条
件
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
0
そ
れ
ゆ
え
、
独
^

^
 

本
主
義
の
成
立
.
発
腾
の
基
礎
過
程
で
あ
る--
!集

積
.：集
屯
》
独
占」

：め
過
程 

を
研
究
す
る
者
に
と-?
て
、
.一

「

九
世
紀
後
半
以
降
の̂

^

の
歴
史
は
、
と 

く
に
興
味
深
い
も
の
が.あ
る
。
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霞
出
版
さ
れ
つ
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あ
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ヶ
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ッ
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樂
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究
叢
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g
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i
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u
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は
、
そ
の
意
味
で&
ロ
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
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巻
で
あ
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o
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.を
紹
介
す
る
も
の
て
あ
る
。

こ
の
著
作
は
、
諸
産
業
に
お
け
る
企
業
合
併
の
歴
史
を
考
察
し
て
、
そ
の
原 

因
及
び
効
果
を
明
ら.か
に
し
、
そ
れ
が
公
共
の
利
益
に
な
っ
た
か
咨
か
を
検
討 

じ
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
るo〔

こ
の
場
合
の「

合
併
の
効
果」

と
.は
、合
併
前
'
 

と
合
併
後
の
状
況
と
の
比
較
で
は
な
く
、

「

合
併
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
こ
つ.

_た
で
あ
ろ
ぅ
と
こ
ろ
の
！̂
と
、
：
合
併
後
の
状
況
と
の
：間.0
差
異」
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1
1
,
P
.
4
4
S

と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
，た
と
さ
れ
て
い
る
。

〕

研i

九
対
象
と
し
て 

.
は
、
..比
較
的
単
純
な
性
格
で
、:.
-
:分
析
が
容
易
な
、

セ
メ
ン
ト
、
キ
ヤ
ラ
コ
1

、 

:右
鹼
、
一
板
ガ
ラ
ス
、
蟲

車

、
靈
の
六
産
業
が
え
ら
ば
れ
て
い
る
。
と
の
著 

作
の
大
部
分
は
、
こ
：れ
ら
各
産
業
に
お
げ
る
企
業
合
併
を
中
心
に
し
た
産

^

 ̂

の
記
述
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、

■:

そ
れ
を
基
礎
に
し
て
、
最
終
章.「

総
結
論
1-
-
で
.
 

は
、
'.
一
般
的
命
題
を
ひ
き
出
す
努
力
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

.セ
メ
ン
ト
、
ヾ
キ
ャ
ラコ.
療
染
、
板
ガ
デ
ろ
の
各
産
業
を
担
当
し
、
最
終
章 

「

総
結
論」

を
ま
と
め
る
中
心
と
な
っ
た
ク
ッ
ク
女
史
に
つ
い
.て
は
、
佘
り
詳
し 

い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
米
©
経
^
#:
助
の
i

»>
資
金
に
.ょ
る 

条
件
っ
‘き
援
助
計
酣
め
補
助
金
に
よ
っ
て
、
ヶ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
、
こ
の
研
究
に 

従
_
し
た
こ
と
が
序
文
で
記.さ
れ
て
い
.る
。
.:
.

.
こ
の
研
究
の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、
.
,
ッ
ク
女
史
の
研
究
に
協
力
し
、
こ
の 

著
作
で
は
石
鹼
産
業
を
担
当
し
て
い
る
コ
ー
.エ
ン
女
史
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大 

学
の
経
済
学
講
師、

N
e
w
n
h
a
n
r

 C
o
l
l
e
g
e

の
校
長
で
、

^
H
i
s
t
o
r
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p
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i
c
e
s
/
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.
l'g
e
•な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

.

自
動
車
、
醸
造
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
の

G
,

 M
a
x
c
y
,

 

v
l
e
y

 .

の 

両
氏
が
担
当
し
て
い
る
。
；
マ
ク
シ
ィ
氏
に
は
同
じ
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
産
業
研
究
叢
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0
著
作
が
あ
る
。

.

紹
介
に
当V.

て
は
、
ま
塞
産
業
の
歴
史
的
囊
を
憧
単
に
要
約
し
た
0
各 

産
業
の
叙
述
の
末
尾
に
附
し
た

「

八#

の
原
0
1_「

効
果」

-,
判
定」

は
、
最
終 

章
で
ク
ッ
ク
：女
史
が
総
括
的
に
整
理
し
た
も
の
を
、
出
来
る
だ
け
忠
実
：に

g

出
、 

配
置
し
た
も
の.で
あ
る
。
紹
介
の
最
後
の
部
分
：の
'「

一
，
般

的

結

論

」

'
も
ま
た
、

ク
ッ
ク
女
史
の
證
を
荽
約
し
た
も«0
.:で

あ

今
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ト産

業
'
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1蟹

的

考

察】

'

㈠
.
ポ
ル
.：ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
は
、

一
汍
世
紀
初
期
に
発
明
さ
れ
た
が
、
：

1

九 

世
紀
中
葉
以
降
、
そ
の
優
秀
さ
が
認
め
レ
れ
ご
ロ
ー
マ
ン
へ

♦
セ
-メ
ン
ト
に
代
.っ 

て
発
展
ず
る
。

一
九
世
紀
宋
か.ら
l
l
oiy
:
紀
初
既
に
か
け
て
、
、
技
術
的
進
歩
は'
 

著
し
く
、
土
場
の.平
均
私
楔
は
増
大
し
、.コ
ス
ト
は
夂
㈣
豸
、
.双
^
で
は
員
^
 

の
化
学
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
，
ご
，の
遮
業
で
行
な
わ
れ
た
合
併
は
数
こ 

そ
少
な
い
が
霞
要
で
あ
る
？
 

:
 

: 

. 
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:

:
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:
2
:
'
ー

八
五
.0〜

九
0
年
に
、：

需
要
が
拡
ガ
、■:
'
•と
く

：に

輸

出

裏

の

：拡
大
が 

，著
し
く
、他
方
、
若
于
の
知
識
と
資
本
さ
え
あ
れ
.ば
# "
入

は

驚

.

た
の
で
多 

数
の
エ
場
が
設
立
ざ
れ
た
。'九
〇
年
.に
は
、

ヨ
I 
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
の
也
產 

増
大
に
ょ
分
て
輸
出
市
場
が
縮
小
、

；

競
争
が
激
化
す
る.0
.し
か
し
'

■

:
'英
国
六
産
業
に
ぉ
：け
る
企
業
合
併
の
諸
効
果
'.

設

備
•
能
率
の
大
き
な
差
、
業
者
間
の
不
信
、
.運

賃

吸

収(
f
r
e
i
g
h
t

 

a
v

 

s
o
r
p
t
i
o
n
)
、

特
別
割
引
の
形
で
行
な
わ
れ
るM

差
別
の
可
能
性
、
新

企

業 

の
参
入
、

：

等
の
条
件
の
た
め
、
企
業
間
のf

l

は
実
現
の
可
能
性
が
な
か 

:

っ
た
。
そ
れ
故
、"激
し
い
競
争
を
制
限
す
る
た
：め
に.企
業
結
合
が
®
く
要
望
さ 

れ
た
。'
ー：
九
〇
0
年
、
，多
数
企
業
は
躍
維
持
及
び
大
企
業
と
し
て
の
技
術
上 

の
有
刺
を
期
待
し
て
合
併
、

新

た

に

t
H
e

 

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

 

^Portland 

0
? 

m
e
a
t

 

M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
r
s

 

L
t
d
'
(
A
P
C
3
V
L
)
.

を
形
成
し
た
。

そ
の
発
行
資 

本
額
.は
四
'九
〇
万
ポ
：ゾ
：ド
。
発
行
社
債
一
一
四
七
万
五
千
ポ
ン
ド
。
a

p

o

mに 

参
加
し
な
が
っ
た
企
業
の5
ち
ロ
：ン
：ド
ン
地
域
で
で
重
要
な
も
の
は
.一
一
企
業
の 

み
。.

A
F
i
"

の
坐
産
錤
は.

:
'全
国
の
八0

%

を
し
め
て
い
た
，ロ
ン
ド
ン
地
域 

の
生
産
額
の
八it
-
；
%
を
占
め
る
と
期
待
さ
れ
た

(
P
P
,

 

200
ノ 3

5
)。

啟

.し
か
し
、
'!
>

^

形̂
腺
後
、
-1
2
:メ
シ
，ト
の
需
要
が
伸
ぴ
る
と
と
も
に!>
勺 

C
M

'':

に
ょ
っ
て
霖
が
一
萣
の
水
準
で
維
持
さ
れ
た
た
め
、
.
ア
ゥ
ト
サ
ィ
ダ
ー 

は
大
い
に
生
産
を
拡
火
し
、
又
、
新
た
な
企
業
も
多
数
設
立
さ
れ
た

.
0
競
争
が 

、激
化
し
、

ー
九0:
'
ゼ
年
、
.

A
P
C
M

は
ロ
ン
ドX

地
域
の
生
産
の
ほ
：ぼ

雰

を

占
め
る
.に
す
ぎ
な
い
ほ>:
:

に
な
っ
た
^
1
>
.
3
6
|
4
4

,

)

。

.

㈣
::
;
:
.
{
九
0

0〜

-'
九
1

0
年
の
同
ぺ
か
^

^
を
中
心
と
^
て

-^
經

鐘

.
 

'を
成
立
さ
せ
^;
:
ぅ
と
す
る
.：こ
£
.み
み
が
何
度
も
つ.づ
.
^
ら成功しな
 

か

つ

た(PP, 4
5
〜
5
4
0

 0

㈤
.

そ

れ

ゆ

え

、

a
p
o
mは
あ
る
シ
ン
ジ
ヶー

ト
の
融
資
を
ぅ
け
て
、

一
層 

の
企
業
合
同
^Q

り
だ
^

I

V九
.一'
.一' 寒

"
一
一
、
：'三
の
大
企
業
を
含̂
ー1〇
数 

企
業
を
賈
取•<

得

し

、A
P
C
S

の
子
会
社
と
し
て
新
会
社：Br

i
t
i
s
h

 p
o
r
t
—

• 

:

v
';
.
::
.
.
. 

^
 

•



-
l'p
n
d
.
 

C
e
r
d
e
n
t

 

M
a
n
n

HJa
c
t
u
r
e
r

w.(
B
P
C
M
)

を
形
成
、
.両
者
ば
 

A
s
-

 

s
o
c
i
a
t
e
d

グ
ル
ー
プ
と
よ
ば
れ
る

(

第
.

V

次
大
戦
後
は
、
同
：一
一
メ
ン
バ

ー

に 

.よ
つ
て
経
営
さ
れ
る

)

。B
F
C
M
:

の
資
本
金
は
—:1

五
O'
万
ポ
ゾ
ド
9
年
生
産
熊

'

力
/一
 

五
〇
万
ト
ン
ァ
か
く1;
:
て
'

& :
§

1訖
0>
^
グ
ル
ー
プ
の
生
産
能
カ
は
英

,

:

... 

. 

,
.
.

国
セ
メ
ン
ト
産
業
全
体
の
七
五
％

を
し
め
る
に
い
た
る
。

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

グ 

ル
ー
プ
は
。フ
ラ
イ
ス
リI
ダ
I
と

な
ひ
、

ア
ゥ
ト
サ
イ
ダ
；丨
に
上
る
運
賃
吸 

収
、
特
別
割
則
な̂

の
籍
截
争
ば
消
滅
、
：
価
格
は
：安
定
：じ

た

。
し
か
I

、. 

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

グ
ル
ー
プ
は
新
企
業
の
参
入
を
阻
止
で
き
な
い
た
め
、
多
数
の 

.

非
能
率
工
場
の
閉
鎖
な
ど
に
よ
つ
て
服
率
向
上

=

コ
ス
ト
切
下
げ||
'
;
^
9̂1
下
r 

げ
に
つ
と
.め

た(pp. 

5
5
〜
62.)。.

内

，
一
九
一
八¥
、
^
g
w'o
o
i
a
t
e
d

グ
ル
ー
プ
の
イ
こ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
に
、■ 

戦
時
の
三
地
方
同
盟
が
結
合
し
て
、C

e
m
e
n
t

 

M
a
k
e
r
s
,

 F
e
d
e
r
a
t
i
o
n

が 

成
立
し
た
。
こ
れ
は
各
地
方
毎
の
最
低

f

と
販
売
条
件
と
を
統
制
し
よ
ぅ
と 

.し
た
も
の
で
、
生
産量統
制
や
罰
則
規
定
は
な
か
一
た
。
こ
の
連
合
へ
.の
参
加 

は
ノ AP

C
M

九
工
場
、
：BPQM

一
 

六
エ
場
，を
含
む
四三
工
場
。
ァ
ゥ
ト
サ
イ 

ダ
.丨
の
数
は.一
©
エ
_

。

，こ

の連
合
の
生
産
額
彤
セ.メ
.
ント体の九〇

 

%
を
占
め
た。

.

,-
 

一1

一
一
年
以
降
の
急
速
な
需
要
拡
大
，の
中
で
、

^'
代
1

醫
を
も
つ
新
企
業
が 

.多
く
設
立
ざ
れ
た
。
':
こ
の
た
めl>
'
w§
a
a
t
e
d

ダ
.ル
ー
プ
のM

の
ほ
^

^

• 

経
営
の
合
理
化
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
ダ

ル
ー
プ
とF

e
d
e
r
a
t
i
o
n

の 

市
場
支
配
は
弱
化
す
る
。
新
生
企
業
の
ぅ
ち
と
く
に
重
要
な

.も
の
と
し
て
は
、 

建
築
兼
レ
ン
力
製
造
の

.
E
a
s
t
w
o
o
d

社
の
セ
メ
ント
業
へ
の
参

入(
=

縱
断

'

七

四

1

(

六
四
ニ)

:
.
:

的
企
業
ど
し
て
：の.発
展〕

、
及
び
、
h
,
m
.
:

 g
o
m
e

 

:

の
再
参
入
が
あ
る
。
ホ 

,

.

ル
ー
ン
ば
ー
一
六
年
以
降
、
：
六
大
企
業
を
買
収
。
そ
の
グ
ル
-
プ
に
よ
る
生
儀
力 

は
セ
メ
ン
ト
業
全
生
囊
カ
办
約
六
分
の
 

一
。
.'
.
:

:人
 

.

，
こ

技

靈

歩
•■
新
企
業
の
設
立
に
よ
：つT.
生
産
能
力
が
i

し
た
た
め
、
ニ
七 

免
頃
か
ら
競
争
が
激
化
し
、

二
八
年
彐
月
、
値
5[
_
 (

p
r
i
c
e I

M
n
g
)

が 

増
^

y

た
。
十
ー
月
ノ
？
ホ
ル
シ: .グ
ル
ー
プ
及
び
主
要
な
独
立
会
社'が

0
6丨 

m
e
n
t

 

M
a
k
e
r
s

ぐF
e
d
e
r
a
t
i
o
n
.

に
参
加
し
、
よ
ぅ
や
く

「

値
引
き
戦」

'
も 

終
了
し
.た

(PP.6

CO〜

00
5

。
 

_ 

， 

:

㈦
，
へ

ホ

：
ル
：

'

X
.

め
が
I
:プ
は
：、
経
営
管
理.の
欠
略
等
に
よ
る§

危
機
の
た
め
、 

、
1 一
一
ニ.年
、
&
g
o
a
^
^
J
.

グ
ル
I
プ
に
吸
収
さ
れ
る
。
そ
の
結
果

A
s
s
o
c
i
a
t
- 

:
.e

d

 

W

ル

ー

プ

：の

市

場

支

^

^

は
七
0

%
に
増
大
。:
し
か
し
、

値
引
き
競
争
は 

;

.づ
づ
ぎ
、
三 
一

rl〜

三
四
年
に
最
高
潮
之
介̂

そ
れ
は
、
.需
要
拡
大
の
最
し 

「

に
よ
つ
で
、
各
企
業
が
生
産
能
力
を
大
い
に
^

大
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の期 

(

に
従
来
ア
メ
リ
カ
の'セ
メ
：ン
ト
產
業
に
：関
係
し
て.い

た
>
• Y,

 

G
O
W
&
'

が

M
s

、;

三
大
企
業
及
びT

中
企
業
を
賈
取I
て
.

f
e
p
h
a

グ
ル
|
プ
を
形
成
し

.

.

.

.

.

.

. 

: 

.

.
• 
.

.

.

.

.

た
。
：

.

:

:

•

.
” 

. , 

.

.

.:.

::1

一
五〜

一

11

五
年
の
—-
*
0
年
間
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
は
顕
著
で
、

コ
ス
ト 

は
激
落
し
た
' (A

P
C
M
.

の
コ
.ス
ト
は
五
八
：％
、
価
格
は
五
四
％
も
下
落

)

。
こ 

の
よ
ぅ
な
生
産
力
の
発
展
過
程
で.、
小
企
業
は
急
速
に
敗
退
、
大
八
止
業
だ
け
が 

残
り
、.三
四
年
末
、
全
企
業
を
包
括
す
る
霜
及
び
割
当
の
協
定
が
成
立
し
た 

(

p
p
,00
7 〜

9
5
)
0

、 

ベ

㈧

三
四〜

三
九
年
は
、
前
期
に
お
け
る
企
業
数
の
減
少
を
基
礎
と
し

V
、

効

果
的
な
^

^

が
つ
づ
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
割

当

美

の

方

は

、
各
企
業
.
 

の
生
産
能
力
の̂

<
の
た
め
、.
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
た
。
各
企
業
は
需
要
拡
大 

を
具
込
ん
で
大
巾
に
拡
張
し
た
。

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

グ
ル
ー
プ
の
大
拡
張
に
も.か 

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
諸
<止
業
の
拡
張
も
急
速
で
あ
っ
た
。
：そ
の
た
め
、 

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

グ
ルー

プ
の
市
場
支
配
率
は
ー
ー
西
年
七
〇
％

か
ら
彐
八
年
五 

五
％
に
低
下
し
た
。

一

.

三
八
年
、
各
企
業
の
市
場
支
配
率
は
、

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

 

■グ
ル
ー
プ
五
五
％
、 

A
l
p
h
a

 

グ
ル 

I プ
一
-五
％

、
. 

T
u
n
n
e
l

 

C
o
m
p
a
n
y

 

一
二
.
五
％
だ
っ
た
が
、 

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

グ
ル
ー
プ
とTu

n
n
e
l

 

C
o
m
p
a
n
y

は
共
同
でA

l
p
h
a

グ 

ルー

プ
を
買
収
、
こ
れ
を
機
に
両
若
は
密
接
な
協
力
関
係
に
入
る
。
こ
の

A
F

 

C
M
-
A
l
p
h
a
-
T
i
e
l

獲
を
も
た
ら
し
た
主
要
な
動
機
の
一
つ
は̂
^
It
,

■

送

(cross

丨ha
u
l
a
g
e
)

と
販
売
努
カ
と
に
お
け
る
無
駄
の
削
減
で
あ
っ
た
。
.
 

さ

ぎ

の

の
下
で
販
路
を
拡
大
し
ょ
ぅ
と
す
る
各
企
業
の
競
#*
は
か
な 

ヴ
の
交
錯
輸
送
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
従
来
、
輸
送
費
が
全
コ
ス
ト
の

一

一.五〜

:

三
〇
％
ま
で
を
占
め
て
い
た

(

5
ヤ

9
6

〜

1
1
3し
。
'

.

㈨

第
二
次
大
戦
中
及
び
大
戦
後
、
諝
要
は
激
増
し
た
。
全
生
産
の
ほ
と
ん
ど 

を
占
め
る
五
大
グ
ルI
プ

(
A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

'-v

ル
I
プ
、T

u
n
n
e
l
;

 R
u
g
b
y
,

 

E
a
s
t
w
o
o
d
s
,

 

K
e
t
t
o
n
)

は
そ
れ
ぞ
れ
新I

M

、

小
会
社
八
？
^

な
ど
に
ょ
っ 

て
大
拡
張
を
行
な
っ
た
。
と
く
に
、

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d
.

グ
ル
ー
プ
以
外
の
四
企
業 

の
拡
張
が
急
速
だ.っ
た
た
.め
、
.

A
s
s
o
c
i
a
t
e
d

，ダ
ル
I
プ
の
市
場
支
配
率
は
五 

.
一
一
年
、

六

七

％

:

に
下
っ
た(

p

&

M

t

s
し
。

,'

:

1
翕

の

原

因】

，

.

•

:

. 

'

英
国
六
產
業
に
お
け
る
企
業
合
併
の
諸
効
果

C
1)

’
最

初

の

：二

大

合

併

(
A
P
O
M

ilB
P
C
M
)

の

主

要

な

原

因

は

.短

期

競 

い
争
の
強
烈
さ
で
あ
る
。
そ
の
競
争
は
運
賃
吸
収
や
顧
馨
別
の

'形

で

の

麗

差

：
 

別
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、

：.

地
方
的
、
季
都
的
需
要
変
動
に
よ
っ
て 

.
一
層
徽
化
さ
れ
た
。

■
.

企
業
間
の
^1

能
率
に
：お
け
る
差
異
、
及
び
、
■短
期
競
争
の
性
格
に
よ 

々
て
、

多
数
企
業
間
め̂

^

が
不
可
能
で
あ
？
た。

'

(

3)

。
急
速
な
技
#
殳
ル
、
増
大
す
る
大
規
模
経
済
、
必
要
資
本
量
の
拡
大
、 

の
た
め
、
大
会
社
が
有
利
と
思
わ
れ
た
。

(

A

需
要
の
増
大
傾
向
に
よ
り
長
期
的
な
具
通
し
が
良
好
で
あ
‘つ
た
た
め
、

.:
;
合
併
に
よ
る
^

^
制
.の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
融

資

家

(

&

^

8̂
")

の
投
資 

が
期
待
で
き
た
。
 

,
•■
■

ハ3

戦
時
に
貿
取
、
合
併.さ
れ
た
多
く
の
企
業
の
場
合
は
、
.非
常
な
弱
小
企 

業
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
は
、
，
.集
中
の
原
因
は
部
分
的
に
は
競
争
淘
汰
.に
帰
す 

.

.べ
き
で
あ
る
。

'
i.
,
果〕

.

(

1)
A
P
C
M
I
3
P
C
M

ダ

ル

ー

プ

の

存

在

は
'た
し
か
に
競
争
を
制
限
し
た
。 

そ
の
程
度
は
非
常
に
変
動
し.た
が
、

一
九
〇
〇

〜

〇
五
年
と
、
.―
'
九一

一〜

ニ 

四
年
と
の
両
時
期
に
は
非
常
，に
重
要
だ
っ
た
。

.

'

- 

.
(
2
:
>

も
し
主
.要
な
諸
合
併
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
競
#
^
汰
が 

行
な
わ
れ
、
集
中
の
結
果
と
し
て
の
可
能
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
で
あ 

ろ
ぅ
。
そ
^-
.は
技
術
変
化
か
ら
み
て
、
ニ
©
年
作
の
終
り
頃
に
は
お
こ
っ
た
で 

あ
ろ
ぅ
か
ら
、
そ
の
時
期
以
後
のM

競
争
の
制
限
'を
合
併
の
せ4

に
す
る
こ 

■
- 

V
' 

.
七
五
':(

六
四
三)



と
は
で
き
な
い-°
.

(

3)

. A
P
C
M
:

と

B
P
O
M
:
ほ
.、

技

塞

歩

の

促

進

、

最

低

能

率

工

場

.の

閉 

'鎖
な
ど
に
よ
り
、
ダ
ル|
プ
内
諸
汆
業
の
平
均
能
率
を
改
善
し
た
。

(

4〕

.企
業
結
合
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
産
業
の
相
対
的
安
定
は
、：
新
参
入
を

ノ
 

I

し
た
。

C
5

)

.

参

入

が

置

だ

：っ
た
た
め
、
’
麗
は
新
能
率
工
場
，の
平
均
総
コ
ス
ト¥ 

上
の
水
準
で
長
期
間
維
持
.さ
れ
る
こ
と
は
で
ぎ
な
か
フ
た
。
,'
■' 

'

C
6

)

合
併
は
：競
盡
汰
を
相
対
的'に
重
要
で
な
い
も
の
に
し
た
。
合
併
が
行 

な
わ
れ
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
：
競
争
淘
汰
が
行
な
わ
れ
た
で
も
ろ
ぅ
が
：
乞
の
場 

合
霸
が
非
常
に
耐
久
的
だ
が
ら
、
そ
の'競
争
淘
汰
に
は
：時
間
を
要
し
た
で
あ
：
 

•ろ
ぅ
。
.
，：

'

【

判

.

.§

.
 

’
 

V

 

V 
,

(

1)

.
合
併
は
、
結
合
企
業
内
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
外
の
新
企
業
に
お
い
て 

も
、
能
！̂

上
を
促
進
し
、
ま.た
企
業
拡
張
を
促
進
し
た
。':

.ハ3

 

'

一
 

九
ニ
五
、
、
六
年
頃
ま
で
は
、
®

は
企
業
結
合
の
た
め
に
高
め
ら
れ 

た
0.
し
.か
し
、
そ
れ
以
後.の
■

は
、
.，
増

大

，し

た

能

率

及

び

、

合

併

が

な

か

つ 

た
場
合
の
価
格
競
争
制
限
の
可
能
性

(

前

耳〔

妙
果〕

2
参
照)

を
考
え
れ
ば
、 

嵩

く

は

な

か

っ

た

.。

V 

' 

.

C
3

)

現
在
の
高
度
な
集
中
は
、
遊
休
生
産
能
力
を
最
小
に
す
る
傾
向
を
も
づ 

て
い
る
が
、
し
か
し.技
術
と
能
率
に.お

け

る

競

争

を

大

巾

.に

制

限

す

る

ほ

ど

で

は
な
い
？ 
.

'

'

.

.
 

.
-

(

4)

合
併
が
.な
か
っ
た
場
合
に
.は
、
能
^

^
率
は
よ
り
低
か
っ
た.で
.あ

ろ
.

ぅ
。
し
か
し
、
成
長
と
小
合
併
に
よ
っ
て
姑
局
は
現
在
の
状
況
に
近
い
状
況
が 

も
た
ら
さ
れ
た
で
あ.ろ

ぅ(pp. 

4
2
5
1
4
2
7
.)

。

キ
ヤ
ラn

捺

染

業

‘

，
㈠

一
九
at
紀
半
ば
以
降
、
こ
の
遊
業
に
ロ
ー
ラ
一
i

、機
が
普
及
し
て
、
従 

来

の

手

工

業

的

：！

^
に
と
っ
.て
か
.わ
ひ
、
，
生
産
量
は
年
々
増
大
し
て
い-?
た
。

L
が
し
、：
そ
れ
は:■「

八
八
〇
年
を
転
機
と
し
て
頭
打
ち
に
な
り
、
i

間
の
競
' 

食

激

化

し

た
9

::

こ
こ
で
は
、'■産
業
の
性
質
か
ら
、

「

翁
争
ぱ
不
完
全
競
争
で
、
德

差

別

の

佘 

地
'が
大
ぎ
く
、
ま
；た
需
要
が
非
常
に
変
動
し
た
。
そ
れ
ら
は
必
然
的
に
強
い
競 

争
を
も
た
ら
し
た
た'め
、
：_

間
の
協
同
が
、
何
回
も
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た

C 

.し 

.
か
し
、
製
品
が
単
純
な
裏
地
^

{
の
分
野
を
：の
ぞ
け
ば
、
；
_

業
の
主
要
な
分 

.
野

で

は

麗

；̂

が

成

功

す

る

可

能

性

は

な

か

_

1っ

た
,°
-

そ
こ

で

.、

一
八
れ
ー
一 

年
、.買
収
に
よ
る
達
業
者
の
合
同
案
が
出
さ
れ
た
が
、
失
敗
し
、
競
争
は
よ 

り
激
化
す
る
。__
...
八
九
九<s~、.

.ス

.
|コ
.ッ
.ト
ラ
.ゾ
ド
の
緋
色
^
^
の
三
企
業
が
合 

.
同
し
、U

n
i
t
e
d

 T
u
r
k
e
y

 R
e
d

株
式
会
社
を
設
立
し
た

(pp.“
32〜

150.)

。 

㈡
.
'
'ー
八
九
九
^

「

指
導
的
大
企
業
を
含
む
四
六
企
業
が
ム
#
.
し

て

0

1

0 

printers) Association Ltd. (
C
P
A
)

が
成
立
し
た
。
そ
の
生
産
能
力
は 

霞

産

業

全

体

の

ん

五

岑

、
発
行
資
本
額
ぱ
八
一

1
0万
弗
ン
ド
。
プ
レ
ミ
ア
ム 

.

.
'
は

そ
の1:

ポ
ン
ド
普
通
株
に
数
シ
リ
：ン
グ
。

H

れ
に
参
加
し
な
か
っ
た
企
業
の 

■う
ち
重
要
な
も
の
は
、
：

U
n
i
t
e
d
, T

u
r
k
e
M
.
K
e
d

社

，

(

資
本
金
一
五0
万
•ポ

ン
ド)

、
及
び
、.

S
t
a
i
n
e
r

社
ス
資
本
金
九
ニ
方
五
千
ポ
ン
ド

)

の
ヒ
大
企
業 

(
p
p
.
1
5
1
〜
1
5
S
。

'.:
: 

V
、

闫

C
P
A

の
、王
なin

的
は
、.：

価

格

を

引

上

げ

る

こ

と

と

.'

.
値

引

き

を

減

ら

す 

こ
と
と
に
あ
つ
た
。
し
か
し、
'
' 

C
P
A

 ；

の
硬
直
的
な
価
格
政
策
に
純
す
る
ア
ウ 

ト
サ
ィ
ダ
I
の
菜
軟
な
値
引
き
が
効
果
的
で
あ
つ
た
た
め
、0

?
の
f

政
‘ 

策
強
行
は
、
た
だ
ち.に
)1
^
量
の
激
滅
を
ま
ね
い
た
。.さ
ら
に
、.
ー
九
0
〇
¥
 

に
は
.
0?
>
の
輸
出
額
が
前
年
よ
勺
 
ー
0:
'-
%
滅
少
。
困
難
は
激
化
。0
?
>队

.
 

1

九
0

1
年
迄
に
.
1八
±
場
ぐ(

評
価
額
五
六
万
ポ
ン£

を
閉
鎖
。：

こ
の
間
株 

価

も

激

落

。
，
か

か

る

困

難

の

童

要

な

原

因

と

し

て

、
，
盤

政

-^
に

み

ら

れ

る

よ 

ぅ
な
中
央
統
制
と
各
支1

営
と
の
間
の
矛
盾
胸
指
摘
さ
れ
て
い
た

:〜

1
6
s-°
:、

㈣
，
そ
の
後
、
会
社
管
理.に
お
.け
る
改
造
が
成
功
し0
?1>
の
強
さ
は
媢
大
し 

た
。：
さ
ら
に
一
九o
五
.年
以
降
、
過
剰
能
力
の
，整
理
の
た
め
に.Q
pp>
は
多
数 

の
エ
場
の
讓
に
よ
つ
て
：

o
P
A
_

内
企
業
の
平
均
技
術
水
準
を
高
め
る
と
と
も 

.
に
、
他
方
で
は
数
企
業
を
買
収
し
て
製
品
の
専
門
,^
を
進
め
、
そ
の
地
位
を
強 

化
し
た
。
f

、C
P
A

 

,の
.存

在
•
価
格
政
策
ば
、
：市
場
べ
：の
：侵
入

 

'
.
.
拡
太
を
” 

容
揚
に
し
''
'
優
秀
な
独
立
企
業
の
拡
張
が
可̂
^
な
つ
.た
。
こ
の
恕
め
顏
業 

生
産
能
力
.に
お
け
る
，

C
P
A
:

の
比
率
はp

九

l
〇
年
六
o
%
,に
低
下
し
龙
c
p
p
•
:

钤

へ

第

ー

次

大

議

雪

眼

ハ.キ
ャ
ラ
：コ
讓
業
は
八
〇
企
業
が
ら
な
つ
て
い 

た
が
、
：1

度

は〗

咼

く

、
一

 

全

取

引

高

：の
七
〇

％

は
，

U

一
大
企
業
に
よ
？
て
古
め
ら

れ
、
と
く
に
_
 C
F
A

は
五
〇
％
を
支
配
し

H
:

い
：た
。

一
九

1
1

六
年
頃
か
ら
英
国

• 

• 

- 

.

.

. 

■

ン
. 

.
• 

.

，英
国
六
庇
業
に
お
け
る
企
業
合
併
の
諸
効
來
.■

:

讓

の

：主
要
市
場
た
る
：イ
ン
ド
等
へ
の
日

.

1
品
の
侵
入
に±
り
、
輸
出
額
が• 

1

:急
激
に
：下
落
し.た
。
.
#
、̂
品
質
葡
争
め
激
化
、
レ,1
ョ
ン
め
導
入
に
ょ
る
新 

.
•染
色
史
め
ぐ
る
競
争
な
ど
於
加
：わ
り
、
諸
困
難
が
増
大
し
た

'0
.

.
一 

九
二
：
五

年

、
■

労
働
問
題
、
原
料
輸
入
、'製
品
濟
の
面
で
協
力
す
る
た
.め 

に
擦
染
連
合
会，F

e
d
e
r
a
t
i
o
n

 o
f

 c
a
n
i
c
o
.

.nj
r
i
n
t
e
r
s

 

が
成
立
し
た
。

一
 

:九
.ー.：八

年

微

、

!,

全
取
即
量
，の
、九
〇
％
を
し
：め
る
企
|

参
加
？

一
 

九
ー
八〜

 

-1
八
年
の
詞
、
こ
の
違
命
会
は
、
、
^

^

に
よ
っ
て
、- '

右
の
諸
困
難
^

.

'

す
る
.
の

に

役

立
'̂
た

o.:
C
F
A
:
:
ぱ
.連

合

会

を

積

極

的

に

支

持

し

た

が

、

0

§

.

矩
は
.ニ
八
年
頃
か
ら
弱
化
、
三
一
：

1

年
遂
に
失
敗
。

一
九.ニ
八〜

三
九
年
に
垒
生 

-

:産
量
2
ー
ー
億
ャ|
ド
も
滅
少
。
__
:
-
:
:
八〜

1
1
1
.
九
^

ノ

落

。
し
か
：し
，
そ

れ
で

も
生

産

劈
ば
讓
で
あ
っ
た
o

o

p

>

も
一
一
、
三

〜

三 

>
八
年
に1

九
！-

{場
を
閉
鎖
。
，

J:':l

工
場
を
の
A
J
Wて
そ
れ
ら
を
近
代
：：化
し
た

• 

 ̂

.

㈥
:'
■'第H:

次
大
戦
後
、

一：九
四
九
苹
、
'霜

と

生

て

：の協
定
、
比
例
割 

当

制
，(p

e
r
c
e
n
t
a
g
e

 

Q

u

a.g
.
u
m
 

A
g
r
e
e
m
e
n
t
)

が
実
施
さ
れ
た
？
こ 

:
■
の
実
行
一
に
お
い
て
：
I

;

は
大
き
な
霸
を
果
し
た
。

(.1

九
五
四
年
、

員
会
：は
比
例
割
当
制
を
_

の
利
益
に
反
す
る
と
発
表
し
た
。

0
戦
後
%.
、
新
繊 

「

維
の
発
明
、
：
：靈

色

法-'
>
諸
加
エ
法
等
の
イ
ノ
ぺ
J
シ
ョ
ジ
に
お
ぃ
て0

2
 

:

は
：
重

要

な

役

割

を

，
果

し

た

(

p
p
,
s
5

〜
2
0
7
0
。

_

へ
.：

〔C
P
A
,

霞

：の

原

舀：.
.

. 

,
:..

T
V 

fが
た
い
、
不
完
全
競
争
が
、
：無
限
に
つ
づ
き
そ
ぅ
に
み
え
た

°:
. 

(

2)

；
.
信
頼
奴
次
如'.
>
*麗
競
争
の
秦
要
さ
、
企
業
間
及
び
各
企
業
の
予
想

パ
.

V

:

:
 

.
七
：七
：

(

六

四

苏

)

'



-
間
の
f

な
差
禺
に
よ
' っ
.て
、：f

協

定

の

維

持

は

失

敗

し

た

：？

(

3)
-.

こ
の
産
業
に
お
：け
る
潜
籠
技
術
的
進
歩
は
、一，九
〇

〇

年

に

.は

規

模 

の
経
済
を
十
分
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
。

.【C
P
A

の
効
果】 

.
‘

C
1

)

：，
.直
接
的
効
果
は
価
格
を
引
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

C
?
A

の
.形
成
以
外 

め
t

う
べ
き
今I

.

つ
：の
^
^
:は
、
時
々
の
価
^
^
定
に
よ
ヮ
て
制
限
さ
れ
^

:

競
争
で
あ
？
た
ろ
づ
が
、
：
そ
の
場
合
は
、
.;#
1
格

獲

は

ほ

：と
ん
ど
効
果
的
で
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(

2) 

0

5

形
成
直
後
、
；他
の
独
立
企
業
は
有
利
な
地
位
,?
.え
て
、
成
長
し
： 

た

.0

cco) 

C
F
A

内
の
最
低
能
率
の
も
の
の
閉
鎖
に
よ
っ
て
生
産
顧
率
が
王
昇
し 

た
。

,

'

.

: 

.

.
(

4) 

I

内
部
で
大
合
理
化
が
お
と
な
わ
れ
た
し
、
ま
た
、
必
要
.な
生
産
. 

观
縮
も
.CP

A

が
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
に
比
べ
て
急
速
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

(

5)

.
,と
く
に
第
一
次
大
戦
と
第

一
1

次
大
戦
と
の
申㈣

_
や

、

箜

一

次

大
i

 

の

議

に

、C
P
A

は
技
術
改
善
.に
.あ
る
程
度
貢
献
し
た
。
.

.

■'
.【

判

矩

】

T

-

こ
の
産
^
は
、
不
完
全
競
争
の
は
げ
し
い
衰
退
産
業
で
あ
っ
た
が
、
こ 

■
こ

でC
F
A

及
び
他
の
大
企
業
は
能̂

^
持
に
非
常
に
貢
献
し
た
。■

(

2)
(

も

し
o
p
>が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

y

よ
り
多
く
の
企
罾
が
競
争
を
増 

大
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
.そ
の
競
争
は
非
常
に
不
完
全
な
も
の
と
な
っ 

.た
で
あ
ろ
う
-か
ら
、(

そ
の
競
争
の)

効
果
は
疑
わ
し
い
。

C
F
A

は
ニ
九
四
九

-

ハ
 

' 

:
: 七
<

.'(

六
四
.六
.：

)

'
'
.

五
四
苹
の
割
当
制
に
若
平
責
获
を
も
つ

'0
そ
れ
は
：
：

「

麗

的

行

為」

で
は
あ 

っ
た
が
、
短
命
だ
っ
た
し
、
状
況
が
盡
に
変
化
し
た
の
で
、
':そ
の
効
果
は
疑

問
'^
あ

る
.°
へ
：'」

：.''
,
.
:
:
く
'

C
3
>
,

ぺCP
A
:

は

:;
'

ほ
と
ん
ど
全
く
高
能
率
水
準
に̂

:
し
つ
づ
げ
、
全
体
と 

し
て
、
競
争
の
制
限
^
よ
る
逆
の
効
果
を
相
殺
す
る
の
に
十
分
な
高
水
準
を
保 

マ
て
き
た(pp. '

4
2
7
1
4
2

9°)

°
:
.
.ン

..
.'
.，

へ
'
:

-
:

■■
. 

>
. 

.

■■
■. 

■ 

; 
.
.
/
.
'
■ 

V
.
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

’ .

.

.

.

.

 

.

•

 

.

.

.

 

.

.

.

.

.

石

鹼

產

業

：
.

:1

歴
史
的
考
察】

.
：，

.
一
英
国
石
鹼
産
業
に
お
け
る
集
中
化
の
歴
史
.は
、
ま
さ
に
：一

八
八
五
年
に 

W
.

 

L
e
v
e
r
;

か

創

立

し

た

企

業

：に
よ
る
.支

配

の

発

展

.の

歴

史

で

あ

る

。
：

㈠

リ
I
ヴ
：ァ
が
こ
の
産
業
に
参
入
し
た
当
時
の
英
国
石
鹼
メ
ー
力
I
数
は
、 

約III

四
五
、
無

商

状

石

鹼

を

生

産

、
販
売
し
、
そ
.の
市
場
は
地
方
的
で
あ
っ 

た
。
：
リ
ー
ヴ
：ァ
は
こ.の
：よ
ぅ
な
状
^
に
ド
ラ
ス
チ
■ッ
ク
な
変
化
を
.ひ
き
お
.
こ
し 

た
。
彼
は
、
良
質
の
石
鹼.を
.一
コ
ず
つ
包
装
紙
に.つ
つ
み
、'「

サ
ン
.ラ
ィ
ト」

と 

い
ぅ
商
標
を
つ
け
て
全
国
市
場
に
売
り
出
し
た
。
そ
の
.結
果
、
サ
ン
ラ
ィ
ト
石 

驗
は
い
ち
じ
る
し
く
販
路
を
拡
大
し
た
。
販
売
額
は
一
九
〇
o
年
、
英
国
全
額 

の
約
六
分
の
.一
。
経
震
摸
の
拡
大
に
伴

i
、

企
業
形
態
も
、
従
来
の
。ハ
ー
ト 

ナ
ー
.
ク
ッ
プ
.か
ら
、
一：
八
九
〇
年
に
授
権
資
本
三
〇
万
ポ
シ
ド
の
非
公
募
株
式 

会
社
べ
、
，
ま.た
九
四
年
に
は
同
じ
く
ー.五
〇
万
ポ
ン
'ド
の
公
募
株
式
会
社7
 

:|
ヴ

ァ

•.，.ブ
ラ
ザ

ー

ズ」

へ
改
組
。
こ
の
い
ち
じ
る
し
い
拡
張
期
間
の
間
、
リ 

丨
.ヴ
て
は
新
市
場
獲
得
の
た
め
に
既
存
企
業
を
貿
収
ず
る
必
要
は
な
か

^
た
。

だ
が
、
競
争
に
よ
っ
て
、
.
石
鹼
メ
ー
ヵ
ー
数
は
一
八
九
八
年
に
は
ニ
五
七
に
減 

少

し

た(
p
p,217〜

2
2
5
0

㈡

石
鹼
産
業
に
は
ー
八
六0
申
代
か
ら
.ル
|
ズ
な
全
国
ヵ
ル
テ
ル
が
存
在
し 

て
い
た
が
、
そ
の
統
制
力
は
非
常
に
弱
か

っ

た

。

そ
こ
で
、
リ
ー
ヴ
ァ
は
、
価 

■

定
に
期
待
を
も
た
ず
、
ト
ラ
ス
ト
的
結
合
に
よ
る
競
争
阻
止
を
め
ざ
し
た
。

一
九
〇
六
年
、

マ
ー
ガ
リ
ヴ
、
合
成
ラ
.！
ド
エ
業
の
枱
頭
に
よ
っ
て
、
永
続
的 

と
思
わ
れ
る
原
料
麗
の
騰
貴
が
生
じ
た
。
.リ
！
ヴ
ァ
は「

狂
気
じ
み
た
競
争」 

を
阻
止
す
る
た
め
、
主
要
企
業
十
一
社
と
：̂I

、

一
 

大
ト
ラ
ス
ト
結
成
へ
向
っ- 

た
。
 

し
か
し
、
 

合
同
案
の
目
的
が
、
高
い
原
料M

の

克

服

よ

り

、
，む

し

ろ

宣 

伝
費
を
中
心
に
し
た
経
費
の
節
約.に
あ
る
.こ

と

が

分

.る

や

、
.デ

ー

リ

メ

ー
 

ル

そ

の

他

か

ら

の

激

し

い

非

難

を

よ

び

お

こ

し

、

不

賈

宣

伝

も

お

こ

る

.0
そ
の 

結
果
、
合
同
計
画
参
加
企
業
の
売
上
高
は
激
減
し
、

つ
い
，に
計
画
は
放
棄
さ
れ 

た

(PP* 

22
1
〜

2
200
0
。
：

.

㈢

一
九
〇
六
年
の
ト
ラ
ス
ト
計
画
失
敗
後
、
原
料
^
^
の
騰
貴
の
た
め
の
原 

料
争
奪
の
競
争
と
需
要
の
停
滞
化
に
よ
る
販
売
面
で
の
競
争
.が

激

化

し

：た
。
.

さ

.
 

ら
，に
、
リ
ー
ヴァ
は
前
項
で
の
反
対
運
動
に
対
す
る
莫
大
な
^
訟
費
用
と
、
サ 

ン
ラ
ィ
ト
石
餘
の
売
上
激
減
の
允
め
に
苦
境
に
た
な
。

.

リ

—

ヴ
、ァ
ば
そ
の
解
決:'
. 

を
、
個
別
メ
ー
ヵ
ー
の
貿
収
に
よ
る
新
種
石
鹼
部
門
へ
の
進
出
に
求
め
て
成
功

.
 

し

た

。

ま

ず

_ー

 

九
〇
六
年
に
ニ
企
業
，を
買
収
し
て
、
化
独
石
鹼
市
場
や
棒
石
鹼 

市
場
に
進
出
。
1
九
. ー
0
笫
に
は
大
企
業
で.ぁ
る
粉
瓦
鹼
企
業Hu

d
s
o
n

 

.を 

買
取
し
新
改
良
粉
石
鹼

J

リ
ン
：
ソ
ー

」
：

を

売

り

出

し

て

成

功

。

-,
さ
ら
に
、
原
料
.
 

縢
貴i

苦
し
む
小
企
業
数
社
を
貿
取
し
て
、
そ
れ
ら
の
市
場
を
吸
収
。

一
九
一

.莢
鼠
六
産
業
に
ぉ
：げ
る
企
業
舍
併.の
跟
効
：果
ノ

ニ
、

一
 

三
年
に
は
、.
北
東
部
市
場
を
支
配
し
て
い
た'

W
a
t
s
o
n

及
び
当
時
！！ 

ン
ド
ン
の
最
重
要
企
業
で
あ
っ
た

K
n
i
g
h
t
,

の
貿
収
に
着
，

さ
ら
に
一
九 

l
A
i
:
1
〇
年
に
も
多
数
の
小
企
業
を
貿
収
。
以
上
の
よ
ぅ
な
大
小
企
業
の
買 

収
の
結
果
’
ル
丨
ヴ
ァ
ぱ
英
国
石
轉
消
費
高
の
五
五̂
へ
ー
九
ニ
一
年)

、
石
鹼 

生
産
高
の
七
〇
％
 

(

.一
 

九
二
〇
年)

を
占
め
る
に
至
っ
た
。
た
だ
し
、
多
数
の
.
 

小
企
業
が
依
然
存
続
し
、
'
:

1

九
.二
〇
年
当
時
全
企
業
数
は
約
.一
一
八
〇
で
あ
っ 

た
0

. 

V
. 

:
:

リ
ー
ヴ
r'
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
た
各
企
業
は
、
買
収
さ
れ
た
の
'ち
も
、
各
自 

の
商
標
、.
別
々
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、.別
々
の
工
場
で
生
産
，
販
売
を
：つ
づ
け
た
。 

'各
企
業
間
に
は
広
告
宣
伝
や
標
に
お
け
る8

気
じ
み
た
競
争」

は
な
が
っ 

た
が
、
そ
の
他
の
競
争
は
依
然
の
こ.さ
れ
た
。
リ
ー
ヴT
.に
よ
る
各
企
業
の
統 

制
は
、
基
本
的
経
営
方
針
、
，
原
料
買#
け
を
通
じ
て
行
众
わ
れ
、
.各
企
業
は
リ 

I
ヴ
ァ
に
よ
V

て

「

援
助」

さ
れ
た
。

リ
丨
ヴ
：
T 

'ダ
ル
ー
プ
が
M

r
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は、
' ト
ラ
ス
ト
関 

係
常
設
委
員
会
の
小
委
員
会
が

「
「

f

は
最
劣
等
メ
シ
バ
ー
に
十
分
な㈣

_
を
.
 

可
能
に
す
る
水̂

で
あ
り
、
合
理
的
利
潤
を
ぅ
る
に
は
必
要
以
上
に
高
い
。

」

と 

批
判
的
な
報
告
を
提
出
し
て
い
る.バpp. 

229.〜
2
4
5
0

。
：
；
 

.

. 

科
.
第

1,
.次
大
戦
は
蒞
鹼
の
需
要
に
質
的
な.変
化
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
速
か 

に

適

合

し

え

な

：い

小

企

業

は

ま

す

吏

す

経

靈

：に

な

っ

た

°

「

.
'一
九
三
0
年
代
毕
ば
：に
、

：

米
国
の
石
鹼
会
社：

p
r
o
c
t
e
r
p
n
d

 G
a
m
b
l
e

が 

.英
国
の
小
企
業
を
賈
取
し
て
英
国
市
場
に
進
出
、：
リ
ー
ザ
ァ

.よ
り
急
速
に
発
展- 

し
て
、
.:
-
つ
い
ゆ
寡
占
的
状
態
が
出
規
し%

1

九
三
〇〜

兰
八
年
の
英
国
総
消 

.

.

七

九
.

(

六
四
七)



費
の
潘
加
が
、
九
万
十
x
> 

:
約
ー
：1
0
%で
あ
^
た
の
に
対
し
、

:

リ
I
ヴ
ァ
の
阪

I
®

加
は
わ
ず
か1

一：1
%。
国
内
全
販
売
の
ぅ
ち
、
、：リI
グ
ナ
の
占
め
名
：割
合

.も
、
へ
ー
九
鸢
〇
年3/
5
か

らI

九
1:ー.ー
八
年
約
五
〇
％
に
低
下
し
た
。'.
?

.

へ
’

■'
第

ニ

次

竊

後

は

、:'
-合
成
洗
剤
が
発
達
し
た
が
、
こ
と
で.は
プ
“
ク
：タ
丨
-,
:

ア
ン
：ド
.，
ギ
ャ
ン
ブ
.；
ル
：
が

リ

ー

ド

を

と

.り
、:.
.
こ
：の

過

程

.で

は

、
.
大

资

業

は

小

企

'.

業

に

対

し

：て

決

淀

的

に

.有

利

だ

：っ
た

0
::
1:

九
ニ
0
年
ー
ー
八0
、

ー
ル
三
- 0
年
ー
一

九
六
：で
あ
っ
た
企
業
数
は
、
：

.：ー
九
五.五
年
ー
八
九
に
減
少
し
た
。
''
,
:
,

さ
べ
、
こ
の
間
ハ
：—

ヴ
T
は
重
要
な
国
際
的
合
同
を
し
た
(

°:す
な
わ
ち
、

一
九
二
九
牢
、
隹
時
ョ-
口
'ッ
へ
ハ
最
大̂

マ

..
|
ガ
リ
シ
.会
社
と
し
て
有
名
众
オ

：

..

-

.
 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

. 

.

.

. 

;

.
' 

■.ラ

ン
■/

の
.

M
a
r
g
a
r
i
n
e
、

.
u
n
ia>
と
合
同
し
、..ユ
ユ
，リ 

I ヴ
T

.^
^
.
a
J
^
J

CI
>
<5
(l
>
J-
l

• 

.

.

L
t

d
.

を
形
成
し
た0

:

:マー

ガ

リ

：ン

'.
ウ

ニ
1

と
リ
一
ヴ
ア

>'
は
主
ー
に
共
通
の 

原

料

貿
-#
.の
面
で
.:
'
'さ
ら
に
は
製
品
販
売
の
面
で
そ
れ
ま
で
長
い
間
争
'っ

て

い

_ 

た
。
た
だ
し
、

：

こ
の
合
同
は
、ゥ
キ
|

が

>

び

テ

ン

内

に

は

汩

餘

エ

場

を

一
つ 

も
持
っ
て
.い
な
：.か
：っ
：た
の
で
英
国

H
S

の
石
鹼
生
産
及
が
販
売■に
対
し
て
は
、 

ほ

と

ん

ど

'©
接
的
効
果
を
あ
た
え
な
か
，？
た
。
こ
の
'合

同

の

重

要

性

は

、
_.こ
れ 

■を
契
機
に
お
こ
な
わ
れ
た
経
営
管
理
の
全
般
的
な
再
組
織
で
あ
る
。
従
来
、

：
グ

. 

ルー

プ
内
各
企
業
の
独S

性
が
相
^
強

く

、
：
三
〇

年

代

の

.は
じ
め
.頃
迄
、
各

企

- 

業
間
に
競
争
が
お
こ.な
わ
水
て
い
た
が':
'
合
同
後
の
.経
営
^
1理
化
は
各
企
業
の' 

独
立
性
を
藜
っ
•て
沖
央
統
制
を
強
化
し
、
販
売
経
路
の
整
理
、
販
売
力
の
統
合
、 

若

干

の

エ

場

め

襲

が

お

と

な

：わ

れ

た

(pp. 

2
4
6
〜
2
6
5
.)。

. 

'

の
.原
因】

.

.

T

V
■ •

生
産
物
の
多
様
性
、，
新
坐
産
物
の
出
現
、
'広
告
の
嘉
性
の
た
め
、
多
.

- 

.八
〇
.(

六
四
八)

：

.

.数
企
業
間
の
競
争
於
販
嘵
費
用
を
大
に
し
て
い
た
。；リ

:
ノ

:
C
2V>
;.
-
生
産
物
：の
変
化
、
企

議

率

の

変
#
:篆
小
企
業
の
荏
在.に
^
っ
て
、

原
料
^

^
の
^S

に
も
：か
.が
わ
ち
ず
^

^
策
が
困
難
で
あ
'ゥ
た
。
:

■s
y
:
と
く
に
マー

.ヶ
テ
ィ
ン
グ
ノ
 •

塵

：.：危
険
分
散
、
に
お
い
て
大
規
獲 

済
が
存
在
し
て
い
た
。

(

A
:
:市
場
の
不
完
全
性
と
麗
戦
の
費
用
と
の
た
め
に
、
諸
企
業
の
拡
張
は

、
. 

'I:

般
■

〜

浪
費
的
で.ぁ
.マ
，

^̂

-一
 I

 

合併

.の
効
果

 I
'
'

'
-. 

,  

» 

(

1
> 
大
規
模
経
済
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
徐
々
に
し

か
達 

成
ざ
れ
なか

'?
:た 
0

;:
-:

'

:C2")

V.販
売
費
用
及
び
不
完
垒
競
争
の
無
駄
が
減
少
し
た

>
. :

_ ニ
 

(

3)

企
業
結
合
が
効
果
的.で
あ
：った
こ
と
ぼ
、
小
売
業
と
の
雜
の
リ
ン
ク
が 

ほ
ん
.の
：わ
ず
か1>
,
か

発

展

し

な

か

っ
た
こ
-i
:
に
亲
唆
さ
れ
て
い
る。
.
 

f 
>.:

企
業
結
合
は
需
要
減
少
の
時
期
架
.
®
®
を
阻
止
し
た
。
そ
れ
は 

1九
ー」

一
年
頃
か
ら
一
九
三
〇
策
勒
期
ま
で
重
要
で

あ
；？
た
？

'【

判

：定】

.

.
ぐ 

ノ

：
.
'
'
.

(

1

)

ユ
-

リ
ー
ヴ
ァ
は
能
率
的
に
な
マ
だ
ノ
大
量
市
場
べ
め
ぎ
入
者
は
、
ユ 

-
i

リ
ー
ヴ.

ァ
：の
価
格
水
準
に
対
抗
す
る
た
め
に
高
能
率
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か 

っ
た
し
、
：規
模
の
：経
済
を
攫
得
す
る
た
.め
に
き
わ
め
て
大
規
模
で
办
け
れ
ば
な 

ら
な.

か.

つ
た
-:
°
:

:

C
2
0
.

日
々
の
競
争
は
：、
よ
り
競
争
的
な
産
業
で
の
競
争
よ
：り
も
浪
費
的
で
は

.
 

な
い
し
、
価
胳
は
そ
れ
ょ
り
：ょ
り
低

1>
.
'。.
.と
れ
は
、
部
分
的
に
は
大
企
業
が
、

あ
ま
り
ポ
.ピ
ュー
ラ
I

で
な
い
タ

ィ

プ

の

商

品

の

生

産

を

よ

り

急

速

、
に
'
中

止

す
 

る
こ
と
に
よ
る
。
 

へ
 

' .

(

3)

現
実
の
状
況
は
、
リ
ー
ヴ
ァ
が
な
か
っ
た
場
合
に
生
じ
た
：だ
ろ
ぅ
状
況 

と

、

非
常
に
ち
が
.っ
て
は
い
な
い
。.し
か
し
、
現
実
の
状
況
の
方
が
、
企
業
数'
 

.は
よ
り
少
な
く
、
よ
り.輩

的

で

あ

る(PP. 

42S, 

429.)。
.

板
ガ
ラ
ス
產
業 

【

歴
史
的
考
察】

1

九
世
紀
中
葉
.に
は
多
数
の
企
業
が
：存
在
し
て.い
た
が
、

シ
ー
ト
ガ
ラ
ス 

(
s
h
e
e
t

 

g
l
a
s
s
)：

生
産
の
発
展
と
一
八
：四
八

〜

九
年
の
不
況
に
よ
り
、
従
来
、
ク 

ラ
ゥ
ン
ガ：

ラ

ス(
C
r
o
w
n

 g
l
a
s
s
)

を
生
産
し
て
い
，た
多
く
の
弱
体
企
業
が
破 

滅
し
、
約
十
ニ
の
大
企
業
が
残
っ
た
。

P
i
l
M
n
t
o
n
,

o.
h
a
no.
e
.
 H

a
r
t
l
e
y

の 

三
大
企
業
は
、
経
営i

に
お
ち
い
づ
た
多
数
の
企
業
を
買
収
，
合
併
し
、

：

強 

同

な

地

位

を

き

ず

い

た

。

：：ー

九

^

後̂
半
、
一
ベ
ル
ギI
、

フ
ラ
ン
：ス
、.ド
ィ
ッ
r
 

等
と
の
激
し
い
競
争

a

九
世
紀
末
.に
英
国
で
使
わ
れ
た'ゾ
I
ト
ガ
ラ
ス
の
七 

0

%
は
輸
入
品)

と
、
非
常
に
速
い
技
靈
歩
の
中
で
、
お
く
れ
た
企
業
の
^
 

汰

が

ー

層

進

み

、

ニ

〇

^
§
の
.は
じ
め
に
は
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
と
.チ
ャ
シ
ス
を
残 

す
だ
け
と
な
っ
た0

.

.

.
 

.

ニ
〇
世
紀
前
半
を
通
じ
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
は
、
.シ
！
.ト
ガ：

ラ
ス
、
プ
1/
丨
ト
ガ 

ラ

ス

の

生

産

を

^

！
し
た
。:
シ
1
ト
.ガ
ラ
ス
に
お
い
て
は
、

一
九
一
九年
と

一
一
八
年
に
ニ
企

^

が
こ

の

ハ#

へ

参
入
し
た
が
、。ヒ
ル

キ

ン

ト 

ン
及
び
外
国
生
産
者
と
の
競
争
に
直
ち
に
敗
退
し
、

.
ピ

ル

キ
ン
ト
ン
.は
国
内
に

英
国
六
鹿
業
に
お
げ
る
企
業.含

併

の

諸

効

果
'

お
け
る
独
占
的
地
位
を
保
ち
つ
づ
け
た
。
.ピ
ル
キ
ン
ト

ン
は
一
九
一
：
一
〇

年
代

に 

外
国
生
産
者
の
压
迫
に
ょ.ヴ
：て
非
常
な
困
難
に
お
ち
い
る
.が
新
製
法
の
導
入
に 

ょ
っ
て
ぎ
り
ぬ
：け
、
そ
の
後
、
外
国
競
争
者
と
の
獲
、
技

進

歩
の
促
進
を
，
 

通
じ
て
、
：.そ
の
地
位
を
強
め
た0
.
.
: 

:

:

ピ
ル
キ
ン
ト
ン
は
、

シ
ー
ト
ガ
ラ
ス
だ
げ
で
は
な
く
、
ブ
レ

I
ト
ガ
ラ
ス
を 

.も
生
産
、
'一.九
0
〇
ゾ1

八

^

に

お

い

て

は

こ

；の

生

産

を

^

^

し
'て

い

た

。
' そ 

の

後

自

敷

#

産

業

の

i

.

ぬ
伴
^

^

速

な

需

要

増

大

の

中

で

競

争

企

業

が

出

現 

す

る

が

、
：
ピ

ル

キ

ン

卜

ン

は

技

術

上

で

指

導

的

地

位

を

保

ち

、

と

く

.に
第
一
一
次 

，
大
戦
後
そ
の
位
置
は
非
常
に
強
力
に
な
っ
た
。

他
方
、
チ
ャ
シ
：ス
は
技
靈
步
が
：お
そ
い
ロ
'丨
ル
ド
プ
.レ
.
丨

ト

ガ

ラ
ス 

(rolled p
l
a
t
e

 g
l
a
s
s
'
y

や
、

網
入
ガ
ラ
ス
、
模
様
ガ
ラ
ス
、
伽
藍
ガ
ラ
ス 

等
の
生
産
に
従
事
し
て
い
た
が
、
.
ニ
〇
世
紀
は
じ
め
か
ら
衰
退
、
結
局
ピ
ル
キ 

ン
ト
ン
に
貿
収
さ
れ
た
。
こ
の
買
収
は
三
0
年
代
に
は
じ
ま
り
、S
一
年
に
合 

併
が
完
成
、
こ
の
間
両
者
は
協
力
麗
に
あ

 

'た
。
''
:

.

ピ
ル
キ
ン
ト
广
は
へ
絶
縁
衬
、
ガ
ラ
ス
織
維
等
々
の
多
く
の
関
連
部
門
を
支 

配

し

た(PP, 27
7〜

3
5
S
。

【

こ
の
産
業
の
集
中
の
過
程
で.
> 
合

併

が

比

較

的

重

要

性

を

%'
た

な

扣

っ

た

理

(

I
V 

.
高
速
度
の
抆
術
進
歩
と
ユ
進
ん
だ
企
業
と
め
競
争
と
ヒ
ょ
っ
て
、
多
数 

の
企
業
が
消
滅
し
た。::
:
'.

(

2)

製
造
法
-<
0
重
要
性
及
び
技
術
の€

に
ょ
っ
て
、
一
八
六
〇
年
頃
以
降
、

A

一

(

六
四
九)



# "
入
が
闲
難
か
つ
危
険
で
あ
っ
た
。

(

3〕

.:と
ぐ
に
一
八
七
〇年
：
^
:非
常

介

大

規

模

奮

が

発

展

し

た.0 

(

4-〕

一
 

時
的
な
価
n

:
/b
が
相
対
的
に
効
果
的
で
あク
た
。

f

 
i

r

一
 

九
世
紀
中
葉
に
は
、
合
併
が
競
争
減
退
に
対
し
、て
効
果
的
で 

.あ
っ
：た
た
め
、
諸
像
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
は
外
国
と
の
競
争
は
重 

要
で
は
な
か
っ
た
し
、
技
術
も
悪
本
的
に
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
他
方
ピ
ル
キ 

ン
ト
ン
と
チ
ャ
ン
ス
と
の
合
併
は
部
分
的
に
.は
特
殊
な
個
人
的
関
係
の
結
果
だ 

っ
た
が
、
ロ
ー
ル
ド
ブ
レ
ー
ト
ガ
ラ
ス
の
製
造
に
お
け
る
技
術
変
化
の
適
さ
や
、 

技
1

歩
を
維
持
す
る
，上
で
の
チ
ャ
.シ
ス
の
失
敗
な
ど
は
重
要
で
あ
る
。

.
合
併
は
こ
の
産
業
で
は
重
要
で
な
か
っ
た
。パ
ピ
ル
キ
ン
ト
シ
は
づ
：ね
に
進
取 

的
で
あ
り
、
能
率
的
で
あ
っ
た
の
で
、.こ
の
他
に
産
業
の
能
率
を
増
大
さ
せ
る 

発
展
形
態
を
1
/J
S
唆
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

(PP, 

4
2
9
〜
4
3
0
0
0

、 

.
'
;

. 

. 

•

自
動
車
産
業(

乘
用
菲
の
製
造
、
組
立
に
限
定

)

.

〔

座

史

的

考

察

：
！

㈠

英
国
自
動
車
産
業
は
、

一
八
九
六
年
頃
、
誕
生
し
、

一
九
せ
畠
申
は
全
く 

の
揺
籃
期
で
あ
る
。

㈡

ニ
〇
世
紀
の
は
じ
め
の
ニ
〇
年
間
、
生
産
拡
大
は
遅
い
が
、
し
か
し
着
実 

で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
第
一
次
大
、.戦

^
フ

ー

ム

と自
動
車
の
普
及
に
ょ 

っ
て
生
産
は
い
ち
じ
る
し
く
拡
大
、
そ
れ
に
伴
い
、
多
数
の
新
企
業
が
出
現
し 

た
。
企
業
数
は
一
九

r

三
年
の
四
八
か
ら
一
九
ニ
ニ
年
の
八
八
に
増
大
。
こ
の 

時
期
に
フ
ォ
I
ド
が
マ
ン
チ4

ス
タ
ー
で
有
名
な
で
型
の
組
立

(

部
品
は
す
べ

て
.デ
卜
！

i

イu

の
親
会
社
が
：ら
供t

を
開
始
、
：英
国
最
大
以
生
産
量
を
誇
っ 

た

(pp. 

3
5
9
〜
364)0

㈢
.
ニ0

年
代
を
通
じ
て
坐
産
量
の
増
大.
繁
栄
於
続
い
た
。
こ
のi

に
企 

業

数

は

一

九

二

一

ー

年

の

八

八

か

ら

ー
九

ニ

九
年

の

三

.
1に
大
幅
に
減
少
し
た
。 

こ
れ
は
、
少
数
の.大
企
業
に
大
量
生
産
方
式
が
尊
入
さ
れ
た
た
め
、

H

 

の
低
落
に
よ
っ
て
多
数
企
業
が
敗
退
し
、
小
資
本
の
参
入
の
困
難
が
増
加
し
た 

こ
と
に
よ
：る
。
こ
の
た
め
、M生
産
集
中
は
進
み
、.一
九
一
：

1

九
年
に
は
上
位
三
社 

で
生
産
の
七
五
％
、

五
社
で
八
ニ
 
％
を

占

め

た(

g
o
Hd;
w35

约
A
u
s
t
i
n

 

p

 S
i
n
g
e
r

 

1
5
^
,
F
0
r
d
4
^
s
t
a
n
d
a
r
d
3

 
次)

。

こ
の
生
産
集
中
は
、

こ
れ
ら
の
企

業
の
内
的
拡
張
と
他企

業
の
敗
退
と
に
よ

る
も
の
で

あ

り

、
$
 

に
よ
る
も
.の
-e
;
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
モ
リ
ス
に
よ
るwo

l
s
e
l
e
y
.

の
合 

併
、
ア

メ

リ

カ

のジ
' エ
ネ
ラ
ル
.
モ
丨
タ
ー
ズ
に

よ

るV
a
u
x
h
a
l
l

.の

貿

収

等 

い
く
つ
か
，
の

合

併

も

あ

る

が

、
'

い
ず
れ
も
生
産
集
中
度
に
は
殆
ん
ど
影
響
し
な 

IV
よ
ぅ
な
も
の
で
あ
っ
た,.(PP- 

36
5
〜
37
1
)。

㈣

三
〇
$

は
じ
め
の
大
不
況
は
、
米
国
と
は
非
常
に
異
な
り
、
英
国
自
動 

車
産
業
に
余
り
大
き
な
影
響
を
与
え
ず
、
回
復
は
■急

速

だ

づ

た

。

三
〇

ハ
ヰ
れ

は

、 

強
度
の
偭
格
競
争
と
品
質
競
争
に
よ
っ
て
特
It
づ
け
ら
れ
る
。
品
質
競
争
が
激 

.化
、
多
数
の
型
の
生
産
、
型
の
絶
え
ざ
る
変
更
が
行
為
わ
れ
た
。

(

三
八
年
に
、

六
大
企
業
は
四
〇
博
の
エ'
 
ン
ジ
ン
タ
イ
プ
と
そ
れ
以
上
の
ボ
デ
ィ

•

タ
イ
プ 

を
生
簏
0、
そ

の

_
中一一
六
種
は
.五
千
単
位
以
下
の
非
経
済
的
レ
ペ
ル
で
の
生
産
。) 

か
か
る
競
#-
ポ
態
は
、
小
規
模
生
産
者
が
競
争
に
参
加
し
、
市
場
支
配
率
を
高 

め
る
こ
と
を
容
易
に
し
た’

か
く
し
て
、
三
〇
年
代
の
終
り
に
は
、
ビ
ッ
グ
3
の
代
り
に
ビ
ッ
グ6
が
支 

配
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
市
場
支
配
率
は
九
〇
％
。
ビ
ッ
グ

6
の
ぅ
ち
に
.
 

入

つ

た
w

g
c+
o>
w
'グ
ル
ー
ブ
は
数
企
^
の
合
併
に
よ
つ
て
成
立
し
た
も
の
で 

あ
る
が
、
し
か
し
、

こ
の
グ
ル
一
プ
が
ビ
ッ
グ
6

の

中

に

入

つ

た

の

は

'、

合

併 

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
グ
ル

ー

プ
成
立
後
の
合
理
化
.
拡
張
に
よ
る
も
の
で 

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え.こ
の
合
併
は
生
産
集
中
と
競
争
の
制
限
に
何
.の
効
果
も
な
.か 

つ
た
。
む
し
ろ
ビ
ッ
グ5
の
代
り
に
.ビ

ッ

グ
6
を
も
た
ら
し
て
競
争
を
激
化
さ 

せ
た
と
い
え
る(pp. 

3
7
2
〜
375)0

®

第
一
’

一

次
大
戦
後
、
モ
リ'ス
、

フ
ォ
ー
ド
そ
の
他
各
企
業
に
よ
る
ボ
デ
ィ
専 

門
メ
ー
力
-
の
合
併
,
併
呑
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
五
一

〜

一
一
年
を
ピ
ー
ク 

と
す
る
鉄
の
慢
他
的
不
足.に
よ
.る
ボ
デ
ィ
の
購
入
困
難
を
打
開
す
る
た
め
で
あ 

つ
た
。
大
企
業
によ
る

こ

の縦
断
的
結
合
のた
め

、
小
企
業
は
ま
す
ま
す
因
難 

と
な
る
。

一
九
五
ニ
年
、
ニ
大
会
社
オ
ー
ス
チ
ン
及
び
モ
リ
ス
が
合
同
、B

r
i
t
i
s
h

 

M
o
t
o
r

 C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

 

(
B
M
C
)

を
形
成
し
た
。
繁
栄
し
て
い
る
会
社
間
の 

合
併
が
行
な
わ
れ
た.の
は(

水
平
的
結
合
と
し
て
は

)

、
英
国
自
動
車
産
業
の
睦 

史
上
、
最
初
の
も
の
で
あ
？
た
。

 

• 
'

B
M

C

は
英
国
生
産
量
の
：約
四
〇
％
を
也
産
し
、
世
思
第
四
位
の
大
会
社
と

. 

な
.つ
た
。
こ
の
合
併
の

e

的
は
.、r

層
の
.能

寧

的

経

済

的

生

連

と

輸

出

の

省

進 

に
よ
る
株
主
利
益
の
増
大
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
，
他
方
、
■ア
メ
リ
カ
系
会 

社
I

フ
ォ
ー
ド
及
び0
]\
1
系

の
^
3
^
:
1
1
£
|

の
進
出
が
い
ち
じ
る>
か
； 

つ
.た(

英
固
苹
生
産
量
の
ぅ
ち
両
者
の.占
め
る
比
率
は
、

」

|
九
年
の
3:
'
%
.か
ら
、

.

英
国
六
産
業
に
お
け
る
企
業
合
併
の
請
.効
果
ノ

 

.

. 

■ 

■

五
〇
年
ニ
八
％
、
五
四
年
三
六
％

と
上
界

)
の
.に
対
抗
じ
、
国
内
及
び
従
厲
諸

国
の
市
場
を
確
保
し
よ
ぅ
ど
す
る
防
衛
的
性
格
を
も
っ
て
い
た

0

五
.五
年
末
、
五
大
会
社

 B
M
P

 

F
o
r
d
'
R
o
q
t
e
®
S
t
a
n
d
a
r
d
,

 V
a
u
x
h
a
l
l

枕
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
万
台
以
上
を
生
産
、
英
国
全
生
産
暈
の
九
五
％

を
占
め
た 

(
p
p
.

 

3
7
6〜

3
00
2)

。

：

.

〔

ォ

ス
チ
シ-

モ
リ
ス
，合
併
以
外
.に
は
重
要
な
合
併
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
原 

因】

' —

(

1)

製
品
種
類
の
急
速
な
変
化
に
よ
っ
て
、
の
れ
ん
が
重
要
で
は
な
く
な
っ 

て
い
た
。

.

.

(

2)

'
初
期
に
破
滅
し
た
企
業
は
、.一.般
に
小
企
業
で
、
設
備
も
専
門
化
し
て 

い
な
か
っ
た
。(

か
か
る
小
企
業
は
合
併
の
純
象
に
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ

ぅ
0)

(

3)

品
質
競
#'
.
^.roduct., 

c
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
)
'

 

の
方
が
、

競
争
よ
り 

重
要
で
あ
っ
た
。
新
企
業
が
自
由
に# >
入
ザ
き
る
よ
ぅ
な
産
業
に
お
い
て
は
、 

合
併
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
.タ
ィ
プ
の
競
争
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。 

C
4)

一
 
一
〇
年
代
に
は
、
部
品
エ
莱
が
成
長
し
た
結
果
、く
優
秀
組
立
メ
丨
力
丨

.
 

•の
急
速
な
成
長
が
可
能
と
が
っ
た
。

.-
:

i

義

存

の

効

果】

,

;■
■
■,

(

1)

能
^
的
な
大
企
業
が
あ
っ
た
な
ら
回
避
さ
れ
た
か
も
し
'れ
な
い
と
こ
ろ 

.の
、'諸
資
源
の
.浪
費
。

'

C
2

)

初
邦
に
.大
企
業
が
あ
っ
た
な
ら
、
大
量
生
産
方
式
の
導
入
は
早
め
ら
れ

. 

た
か
も
し
れ
な
か。
.

.

.

..
:

:八

三
.

(

六
五
.一〕



<
1
>

,
,も
し
合
併
が
あ
れ
ば
、
両
大
戦
の
中
間
期
に
：

r.

層
の
.大
進
歩
を
.可
能
に
：
 

•し
'た 

一
、

ニ

の

企

業

が

つ

•く

り

だ

さ

れ

た

か

も

し

れ

^'
い
。(

し
，か
.し
、
英
国
で 

は
、
こ
办
は
攝
で
あ
る
。

)

ル

ー

テ

ス

.
グ
ル
丨
'プ
.の
発
展
.は
、
合
併
で
な
く
、 

成
長
に
よ
る
も
の
で
：あ
る

v(pp. 

4
3
0

〜
4
3
1
0
。

*

厂

.冶
ノ•

'

【

.オ
I
ス
チ
ン
ー
モ
リ..ス.合
併
の
.原
因〕

..

(

1)

大
量
坐
産
方
式
の
利
用
増
大
と
、
規
模
の
経
済
の
発
展
。
；

C
2) 

■

販
売
面
I

予
備
部
品
.の
サ
ー
ビ
' 

.
ス
と
保
証
と
'の
重
要
性
増
大
に
関
連 

し
て
、
.と
く
に
輸
出
市
場I

で
経
済
が
存
在
し
た。

' 

. 

o
)

'世
界
的
組
織
で
，あ
る
た
め
の
大
規
模
利
益
を
有
す
る
米
国
系
.会
社 

F
o
r
d

及

びv
a
u
x
h
a
l
l
.

と
の
激
し
い
競
争
が
存
在
し
た
。

'【

効

果

】

：
' 

.
 

c

i
合
併
は
难
実
、規
模
の
経
済
を
も
た
ら.し
た
。.
優
れ
た
管
理
に
よ
っ
て
、 

こ
の
事
情
は
つ
づ
く
で.あ
ろ
ぅ
。

.
C
2

)

米
国
i

社
に
よ
る
競
争
は
、—

よ
り
、
む
し
ろ
市
場
の
わ
け
前
に 

影
饗
す
る
よ
ぅ
な
も.の
で
あ
"っ
た
。 

i

定】

. 

.

■'
 . 

B
M

C

の
形
成
が
公
典
の
利
益
に
な
っ
た
こ
と
は
、
a
ぼ
確
実
で
あ
る
。
他 

の
大
企
業
と
の
競
争
と
対
拂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

、

ハ

M

の

つ
り
あ 

げ
が
制
限
さ
れ
、

)
W
M
C

の
達
成
し
た
経
済
は
、
恐
ら
く
消
費
者
に
贈
ら
れ
.る

で
あ
ろ
ぅ(P. 

4
3
1
.)。

' 

■
 

-
 

■

ビ
ー
ル
醸
造
業

'

【

歴
史
的
考
察】

：

P
造
業
の
合
併
は
、'当
産
業
が
近
代
的
工
業
と
な
っ
て
以
来

——

と
く
に
一 

A
八
〇
年
以
降
、
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
た
。
.そ
の
基
蒸
原
因
は
、
あ
い
つ
ぐ
技 

歩
に
.よ
っ
て
大
企
業
が
ま
す
ま
す
有
利
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

ま

た

、
 

酒
類
の
小
売
が
認
可
制
に
よ
り
、
参

入

が

制

限.^
れ
、

各
I

所

は

ゴ

民 

h
o
u
s
e
.
:
C

自
己
の
.製
ロi

の
み
を
あ
つ
か
ぅ
居
酒
屋

)

制
度
を
採
用
し
た.た
.め
.に
、 

合
併
と
い
ぅ
形
で
企
業
の
拡
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら 

に
'八
〇
年
代
に
お
け
る
株
式
含
制
度
の
普
及
も
合
併
を
促
進
。
そ
の
結
果
、

:

醸
造
所
数
は
一
八
九0
ヸ
の
'ー

一
、一一.
一一

5

,か

ら

ー
九
〇
〇
年
の
六
、
四
六
〇
に 

減
少
し
た
，

，

•■.
-

一
 

八
、
九
世
紀
を
通
じ
て
増
大
を
つ
づ
け
た
ビ
ー
ル
生
産
は
、
.一
九
〇
〇
年 

以
来
、
減
少
傾
向
を17K
し
、
多
く
の
企
業
が
危
機
に
お
ち
い
っ
た
。
'
こ
の
産
業 

で
は
、
固
定
設
備
が
尨
大
な
た.め
.、
大
企
業
は
.そ

の

設

備

を

フ

ル

.
に
稼
動

さ

せ 

る
た
め
に
、
他
企
業
の
合
併̂
よ
る
販
路
の
確
保
に
向
っ
た
。

.
さ
ら
に
第
.一
次
大
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は 

生
ビ
ー
ル
の
需
要
の
減
退
と
、

：

そ
れ
に
代
る
ビ
ン
詰
ビI
ル
.の

需

要

の

拡

大

.で 

あ
る
。
こ
れ
は
、
小
企
業
を
い
ち
じ
る
し
く
弱
体
化
さ
'せ

、
大

企

業

を

有

利

.に 

し
た
。
大
企
業
に
よ
る
小
企
業
の
合
併
が
つ
づ
き
、
企
業
数
は
一
九
〇
〇
电
の 

六
四
六
〇
か
ら
ー
九
五
四
年
の
約
三
五
〇
へ
と
激
減
し
た
^

«39
7
〜
4
2
2
0
。

C

合
併
の
原
因】

.
：

.

.

'

.
(

1) 

.(

犬)
規
模
の
_

の
存
在
，

.

.

?

v

.糾
需
要
の
減
退
と
、''
'
§
醸
造
所
が
多
数
の
類
似
設
備
か
ら
な
り
た
っ
.て

は
い
な
い
た
め
、
生
産
能
力
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
と
に
よ 

っ
て
、
過
剰
能
力
が
-#
続
し
た
。V

(

3
> tied 

と
認
可
法
と
に
よ
っ

V
、

合
併
以
外
•の
い
か
な
る
拡
張 

方
法
も
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

〔

効

B

産
業
は
一
層
集
中
し
、

コ
，
ス
ト
は
下
っ
た
。

S

定】

与
え
ら
れ
た
状
況
の
下
で
は
、
合
併
は
公
共
の
利
益
に
な
っ
た
。
も
し
合
併 

が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
小
企
業
は
、
保
護
さ
れ
た
小
独
占

(

残
存
は
で
き
る
が 

非
能
率
的
な)

に
な
っ
た
で
あ
ろ
ぅ

(pp. 

4
3
1
〜

4
3
2
W
P
.
.

1

般
的
結
論

【

合
併
の
原
因】 

.

•

.

合
併
は
、
規
属
の
経
済
の
確
保
、
或
い
は
強
度
の
短
期
競
争
の
軽
減
、
或
い 

は
そ
の
両
方
を
：

n

的

と

し

，て

行

な

わ

れ

る

。

こ

れ

ら

の

e

的
は
、
合
併
以
外
の 

価
格
協
定
や
、
内
部
拡
張
に
よ
っ
て
も
達
成
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
合
併
は

、

 ̂

的
達
成
の
た
め
の
最
善
の
手
段
で
あ
る
場
合
に
の
み
、
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。 

合
併
は
、
次
の
よ5
な
条
件
が
あ
れ
ば
、.ほ
と
ん
ど
確
実
に
.お
こ
る
で
あ
ろ

■
④

個
別
企
業
に
よ
る
拡
張
が
遮
く
、，，
困
難
で
、
か
つ
浪
费
的
で
あ
る
場
合
。 

と
こ
ろ
で
、
右
の0)
の
条
件
は
.つ
ぎ
の
よ
う
な*
情
の
も
と
で
坐
じ
る
。

0

多
数
の
企
業
が
存
在
し
、
暗
黙
の
価i

/t
が
存
在
し
.な
い
。®

企
菜 

,
間
の
能
.率
に
非
常
か
差
が
あ
る
。■©
多
く
の
企
業
が
価i

別
を
有
利
と
み 

な
し
て
い
る
0'
©
::

高
価
か
つ
固
定
的
な
費
用
の
存
莅
。
⑩

固
定
設
備
が
耐 

久
的
な
場
合
、
又
は.さ
ま
ぎ
ま
.な
種
類
の
大
設
備
の
組
合
せ
か
ら
な
る
場
合
、

:

こ
の
場
合
は
、
：
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
の
更
新
期
が
異
な
る
の
で
、
企
業
は
閉
鎖
を 

嫌
う
。
0

需
要
の
変
動
.
変
化
/@

需
要
の
減
少
傾̂

0
@

標

が

し
 

ば
し
ば
改
訂
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
原
料
価
格
の
変
動
0 

« 

@

0 (

©
%
.あ
る
程
度)

の
^
情
は
右
の0

の
条
件
I

価

^

^

を

実

行 

i

に
す
る
条
件
で
も
あ
る。

，
.

.

_

右
の
'®
の

条

件

一
^
業
集
中
は
次
の
事
情
が
あ
れ
ば
有
利
で
あ
ろ
う
。©

 

製
造
面
、
又
は
販
売
面
で
規
模
の
経
済
が
あ
る
。

®

競
争
減
少
に
よ
っ
て
販 

売
費
用
の
減
少
が
可
能
と
な
る
こ
と
。
.
0 .

大
組
織
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
砠7§ 

さ
れ
る
よ
う
な
タ
ィ
プ
の.

(

技
術)

進
歩
の
存
茌
。0

残
存
す
る
独
立
企
業 

に
対
し
て
、
大
企
業
が
あ
ま
り
脆
弱
な
市
場
®

に
は
い
.な
い
。

集

中

は

、
，
次

の

よ

.

う
な
条
件
が
'あ
る
な
ら
ば
、
合
併
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ 

れ
る
。
0

市
場
の
：不
完
全
性
が
非
常
に
強
く
、
そ
の
た
め
拡
張
は
困
難
か
つ 

高
価
に
つ
く
。@

(

技
術
.

)

.進
歩
が
、
非
能
率
企
業
の
淘
汰
消
滅
を
促
進
す
る 

ほ
ど
十
分
で
は
な
い。
：

■

■:

• C 
合併の効

:#
,

-
、：
，

.

'「

効
果」

は
、
合
併
が
な
か.？
た
場
-<ロ
に
お
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
'、
合
併

八

五
'(

六
五
三)

.

①
.
無
制
限
の
競
争
が
、
強
度
、
執
拗
、
か
つ
苦
痛
的
な
場
合
。 

⑧

価
^

^
が
実
行
困
難
な
場
合？

:

③

産
業
集
中
が
有
利
に
み
え
る
場
合
。：

英
国
六
糜
業
に
お
け
る
企
業
合
併の
諸
効
果
.



後
に
お
こ
.っ
た
こ
と
と
の
間
の
差
と
し
て
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

(

1)
合
併
と
競
命
淘
汰
と
が
ニ
者
択--
*
だ
っ
.た
場
合——

最
終
的
に
も
た
ら 

さ
れ
る
状
況
は.、4

#

が
お
こ
る
と
杏
ど
に
か
か.わ
ら
ず
、
非
常
に
似
た
も
の 

と
な
ろ
う
。
ど
の
場
合
に
は
、
合
併
の
効
果
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
；！
：

若
千 

の
期
間
、
競
争
を
弱
め
る
ノ㈦

競
争
淘
汰
の
場
合
よ
り
内
部
合
理
化
が
迅
速 

か
つ
効
果
的
な
た
め
、
よ
り
大
な
る
能
率
を
よ
り
速
く
ひ
き
お
こ
す
。
他
面
逆 

に
、
管

理

は

競

，争
淘
汰
の
場
合
よ
り
冷
酷
で
は
な
い
た
.め
合
理
化
を
お
く
ら 

せ
ゐ
。
(0

)

も
し
、
競
i

汰
の
過
程
が
長
く
、
そ
の
間
非
常
に
低
利
澗
な
ら 

ば
、
そ
れ
.に
比
し
て
八
ロ
趴
は

(

技
術)

進
歩
の
率
を
よ
り
大
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

(

2)

.合
併
が
^

^
宠
と
ニ
漭
択
一
だ
っ
た
場
八
ロI

こ
の
場
合
に
は
、
合 

併
の
効
果
は
不
確
実
で
あ
る
。
、
合
併
は
効
果
的
な
協
走
価
格
よ
り
若
千
低
い
価 

格
を
も
た
ら
し
、
ま
た
価
格_

の
場
合
よ
り
能
率
を
一
層
速
く
増
大
さ
せ
る
、 

と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
め
||
は
一
般
化
す
るこ
と
は 

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
紹
論
が
妥
当
す
る
の
は
、
価
i

定
が
か
な
り 

の
期
間
維
持
さ
れ
る
か
、
又
は
個
々
の
企
業
に
よ
っ
て
は
能
率
増
大
、
規
模
の 

経
済
が
獲
得
さ
れ
得
な
い
、
と
い
う
場
合
に
の
み
か
ぎ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

【

判

S

合
併
が
公
共
の
利
益
に
な
っ
た
か
否
か
を
趴
^
す
る
こ
と
は
0
*
な
こ
と
で 

あ
る
。.第
一
に
多
く
の
場
合
、
合

併

の

「

効
果」

は
不
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
確
実
な「

⑶
^:」

が
認
識
で
き
る
場
合
に
も
多
く
の
困
難
が
あ
る
。
ま 

す
、

「

善」

.と

i
^
J
.
と
の
効
果
が
と
も
に
存
在
し
た
場̂
に
は
、
そ
れ
が
公 

共
の
利
益
に
な
っ
た
か
否
か
の
判
矩
は
難
し
い
。
そ
£

、
唯
一
の
効
果
が
あ

八
六
.
，

(

六
五
四)

l
場

合

か

、
す

べ

て

，の

諸

効

果

が

：
：

「

善」

か

，

「

悪」

か

の

ど

ち

ら

か

で
あ

る

よ 

う
な
、：
ご
く
稀
な
場
合
に
お
：い
て
の
み
、
は
じ
め
て
判
定
は
容
易
に
で
き
る
。

•
さ
ら
に
、
短
期
効
果
と
長
期
効
果
と
の
間
に
違
い
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
判 

束
は
と
く
.に
讓
を
き
わ
め
る
。
し
か
し
、.一
般
的
に
は
、
合
併
に
よ
る
不
利 

益
は
む
し
ろ
短
期
の
問
題
で'あ
り
、
考
察
期
間
を
長
く
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、
判 

矩
は
合
併
に 

一
■
豸
㈣
に

な

る

こ

と
が
お
出
さ
れ
た
。
合
併
は
、
長
期
的
に
は 

技
術
進
歩
の
増
進
、
非
能
率
的
企.業
の
消
滅
、
不
完
全
競
争
の
無
駄
の
減
少
等 

を
促
進
し
た
。

.

結
論
的
に
言
え
ば
、
合
併
の
諸
結
果
の
分
析
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、 

証
明
さ
れ
ぬ
判
定
を
受
け
い
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と

に

な

る

。
，

こ
れ
は
む
し
ろ 

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
論
で
あ
り
、
こ
の
ヶ
ー
ス
•
ス
タ
デ
ィ
に
お
い
て
は
、
合
併 

に
.わ
ず
か
の
分
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
.い
る
。
す
な
わ
ち
、
合
併
は
正
常 

*

的
に
規
模
の
経
済
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
員
⑽
的
な
砠
吣
競
争
は
重
要
な 

程
度
で
は
決
し
て.(

合
併
に
よ
っ
て)

抑
え
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
、ま
た

、
合 

併
と
一一

者
択
一
で
あ
を
他
の
状
況
が
、
純
粹
に
競
争
的
で
あ
る
こ
と
は
ご
く
ま 

れ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
示
さ
：れ
た
。

(

し
か
し)

合
併
は
必
ず
し
も
公
共
の 

利
益
に
反
し
な
い
と
い
う
肖
己
満
足
的
結
論
は
、
決
し
て
一
般
論
と
し
て
は
適 

用
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ヶ
ー
ス
は
別
々
に
研
究
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る(pp.

4

3
00〜

4
4
3
)
0

X 

X 

X 

X 

.以
上
、
ク
ッ
ク
女
史
の
こ

E
j
e
c
t
s

 o
f

 M
e
r
g
e
r
s
-

の
内
容
を
紹
介
し
た 

が
、
次
に
、
気
づ
い
た
若
干
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

㈠

ま
ず
、
こ
の
研
究
が
、
相
当
詳
細
な
産
業
史
♦
経
営
史
的
研
究
を
ふ
ま
え 

な
が
ら
、
た
ん
ね
ん
な?]
1
実
分
析
を
な
し
て
い
る
こ.と
.を
、
評
価
し
な
け
れ
は 

な
ら
な
い
。.こ
こ
に
は
、
M
占
研
究
に
.と

■?
て
の
豊
富
な
素
材
が
与
え
ら
れ
ヤ 

い
る
。
.

.

従
来
に
お
け
る
英
国
独
由
の
抓
究
は
、
ほ
と
ん
ど
独
占
資
本
主
義
形
成
期
の 

分
析
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
考
察
範
囲
は
せ
い
ぜ
い
一
九
ニ
〇
ハ
牛
代
ま
で
に
限
ら 

れ
て
い
た(

W
.
匀
.^

p
O
T
O
S
t
y
; 

=
T
h
e

 

T
r
u
s
t

 

M
o
v
e
m
e
n
t

 i
n

 Bxi- 

tisii 

I
n
d
u
s
t
r
y
。

の
出
版
は
一
九
〇
七
年
、JJ, 

L
e
v
y

 ; 

,
,
M
o
n
o
p
o
l
e
, 

w
a
r
t
e
l
l
e

 u
n
d

 T
r
u
s
t
s

 i
n

 d
e
r

 G
e
s
c
M
c
h
i
t
e

 u
n
d

 G
e
g
e
n
w
a
r
t

 d
e
r

 

e
n
g
l
i
s
c
h
e
n

 

I
n
d
u
s
t
r
i
e
、

の
第
二
版
改
訂
板
の
出
版
が
一
九
二
七
年

)

。 

と
こ
ろ
が
、
ク
ッ
ク
女
史
の
と
の
著
作
に
お
い
て
は
、
各
産
業
の
生
成
以
来
の
.現 

在
ま
で
の
歴
史
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
時
点
に
お
け
る
企
業
合
併
の
意
義 

は
、
相
^
長
期
の
.歴
史
的
発
展
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
.
は 

じ
め
て
明
確
に
把
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
こ
の
著
作
の
歴
史 

的
研
究
の
部
分
か
ら
、
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
従
来
、
セ
メ
ン
ト 

産
業
に
お
け
る
|>
1
^
\
1や
、
キ
ャ
ラ
コ
捺
染
業
に
お
け
る<

1̂>
.の
形
成
を 

も
っ
て
、「

投
機
的
金
融
利
得
の
鏤
得
をn
指

す…
…

産
業
的
集
中
基
礎
の
薄 

弱
な…

：
.泡
沫
的
独
占
体
の
様
相
を
お
び
る

」

横
断
的
多
数
企
業
合
同
型
の
，も 

の
と
し
て
把
え
る
見
解
が
あ
っ
たハ生
川
栄
治
氏「

ィ

ギ

リ
ス
淪
融
資
本
の
'.成 

立」

四
六〜

六
三
頁
参
照)

。
た
し
か
に
'-A

P
C
M

や

，

C
P
A

は

が

.
か

る

性

格
 

を
も
っ
て
は
い
た
が
、
他
面
、
そ'の
後
の
発
展
を
み
る
な
ら
ば
、
.そ
れ
ら
が 

r

集
中
-
>独
占」

の
長
い
過
程
の
中
で
、
，
そ
の
大
き
な
一
.歩

と

な

っ

て

い
.る

.こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
従
来
の
研
究
が
、
英
国
諸
産
業
に
お
け
る
独
|

成

を

全

体
->
:
し

て 

考
察
す
る
た
め
に
、

V

一
 

産
業
に
費
さ
れ
る
紙
数
が
僅
か
で
あ
.っ
た
の
に
対
し
ノ 

ク
ッ
ク
女
史
の
こ

の
著
作
は
、
考
察
対
象
を
六
産
業
に
限
矩
し
た
た
め
、
各
産 

業

を

か

な

り

詳

細

，に

記

述

し

て

.い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
産
業
に
お.け

る「

集
中 

4
独
占J

の
形
態
を
規
矩
し
た
複
雑
な
諸
条
件̂

—

各
産
業
固
有
の
性
格
.
各 

時
点
に
お
'け
る
競
争
の
諸
形
態
等

——

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
各
産
業 

.
に
お
け
る「

独
占
と
競
争」

の
複
雑
な
か
ら
み
合
い
の
諸
相
を
具
体
的
に
知
る 

こ

と
も
で
き

る

。
.
へ

㈡

以
上
は
.、
こ
の
箸
作
が
す
ぐ
れ
て
現
象
記
述
的
で
あ
る
；が
た
め

に
も
つ
美 

点
で
あ
る
。.
し
か
し
、
こ
の
研
究
を
貫
く
問
題
意
識

——

合
併
は
公
共
の
利
益 

.
に
な
る
か
ど
う
か
を
判
断
しi
う
と
す
る
問
題
意
識
に
は
大
い
に
疑
問
が
あ 

る
。

.

:た
、と
え
ば
、
著
者
に
ょ
れ
ば
、
企
業
合
併
が
行
な
わ
れ
て
も
、
多
く
の
場
合 

長
期
的
に
は
競
争
が
制
限
さ
れ
ず
、
そ
の
た
.め
§

つ
り
上
げ
が
抑
制
さ
れ
、 

産
業
能
率
の
増
進
が
行
な
わ
れ
るI

こ
れ
が
即「

公
共
の
利
益」

だ
と
い
う 

の
で
あ
.る
。
こ
こ
.に
お
い
て
、
独
占
価
格
の
諸
階
級
に
及
ぽ
す
影
響
が
金
く
觅 

失

わ

れ

、
，
産

業

能

率

：の
増
進
が
た
だ
ち
に
八
ム
共
の
利
益
と
結
合
さ
れ
て
い
を
こ 

と
が
往nn.

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
女

史

が

「

合
併
の
効
果」

を
、「

㈣

㈣
な」

お
争 

と
の
比
較
と
し
て
で
は.な
く
、「

合
併
が
行
な
如
れ
な
か
っ
た
場
合
に
也
じ
た 

で
あ
ろ
う
とAJ:

ろ
の
他
の
状
況——

標

獲

等

I

」

と
の
比
較
で
把
え
た

こ
と
に
も
よ
る
。

「
：

r

:

.

.

八
七 

®
2£
§
 

.

.

英
国
六
商
業
.に
.ぉ
«'
る
企
業
合
併
の
諸
効
果、
.



-■
:
. 

<
徘

は
' 
資

本
の
集
中
.-
-
独
占
化
の
重
要
な
一
形
態
で
あ
る
か
ら
、
合
併
の
、
 

「
効
垠
の
1-
-
分
析
は
、
；あ
く
ま
で
も
、：>.
.
.
.
!
の
：筆

独
^
化
傾
向
の
：

「

霍

1-
,
意

'' 

義
と
し
.て
把
え
.ね
.は
.な
.ら
な
.い
。
.
.こ
.の
.ヶー

ス
へ
ス
タ
デ
.小
に
お
い
て
も
明̂

,

か
な
ょ
う
に
、
ど
の
産
業
に
お
い
て
も
集
中
独
占
化
の
傾
向
は
基
本
的
な
法
則 

'と
七
て
作
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

「

富

.が

行

な

：わ
れ
な
か
づ
た
場
ム
ロ
の
他
： 

の
可
能
的
状
況」

は
、.
競
奮
沭
の
進
行
丨>独
占
、
又

は

麗

屋

の

成

立

等 

'
と
な
る
こ
と
は̂

然
で
あ
る
。
し.た
が
，っ
て
、
合#

と
、
合
併
が
行
な
わ
れ
な
：

'
か
っ
た
場
合
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
と
ぶ
ろ
の
^

^

等
と
を
比
較
し
て
み
て 

も

、
そ
れ
は
、
集
中
独
占
化
傾
向
の
'中
で
の
集
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
形
態
の
比 

較
に
す
ぎ
な
い
も
の
と.い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

'

:

で
行
な
わ
れ
る
集
中
独
占
化f

の
.，"
効
果
，：
.
意
義
は
全
く
と
ら
え
ら
れ
な

、
o 

i

“

今
述
べ
た
ょ
う
な
基
本
的
欠
陥
と
結
び
つ
い
て
、

.
具
体
的
に
は
多
く
の
欠

： 

陥
が
み
ら
れ
る
'0
た
と
え
ば
、

■

.(

1)

.「

合
併
の
原
因」

に
つ
い
て
。
合
併
を
も
た
ら
す
原
因
と
し
て
、
激
し
い
. 

競
争
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
め
分
析
は
表
面
的
で
あ
り
ノ
何
故
に
、
か
か 

る
激
し
い
諸
資
本
間
の
競
争
が
資
本
主
義
の
下
で
必
然
的
に
な
る
の
か
の
問
題 

に
ま
で
迫
っ
て
は
い
な
い
。

さ

ら

に

、
：
横

断

：

g

多
数
企
業
の
合
併
の
原
因
と
し
て
、
投
機
的
利
濶
獲
得
の 

動
機
が
全
く
1

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
考
察
対
象 

(

投
機
的
ト
ラ
ス
ト
の
典
型
た
る
諸
繊
維
ト
ラ
ス
ト-E

n
g
l
i
s
h

 

S
e
w
i
n
g

- 
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六
五
六)

.

C
o
t
t
o
n

 c
o
o

 '
Y
o
r
k
s
M
r
o
■

w
b
o
l
c
o
m
b
e
r
^

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

 

等一

I
 
と

比
べ
、
れ
ば
、

セ

メ

ン

ト

業

の

A
F
C
M
V

の
.形
成
に
は
，
投
機
的
面
は
少
な
い
と 

考
え
ら

れ

るJ

に
も
よ
る
が
、.ま
た
、
著
者
が
創
業
者
利
得
に
つ
.い
て
十
分
な 

..理
解
を
も
た
なV
こ
-と
に
も
^
る
の
て
.は
-.な
.か
ろ
う
.か
。
：

さ

ら

に

ま

：た
、

':
;
集
中
：、
独
沾
に
と
っ
て
き
わ
か
て
重
要
な
縱
断
的
企
業 

の
考
察
が1

さ
れ
た
こ
と
に
'4
問
1

あ
る
。
.:-
れ
は
研
蔸
®

」

考 

察
対
象
か
ら
の
.当

然

の

限

界

と

.言

わ

れ

る

か
，も知
れ
な
い
。
し
か
し
、横
断
的 

企
業
合
併
は
縦
断
的
企
業
と
対
恥
さ
れ
、
全
国
民
経
済

構
造
の
中
で
、そ
れ
ぞ 

れ
位
置
づ
け
ら
れ
て
、'は
じ

：め

て

そ

の
意
義
が
明
確
と
な
ろ
う
。

'
こ
の
点
は
、
た
と
え
ば
、
石
驗
産
業
にお
け
る
リ
ー
ヴ
ァ
と
ゥ
二
の
合
併
の 

把
握
に
.お
け
る
不
十
分
さ
と
し
て
も
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
合
併
. 

ユ

ニ
リ
ー
ヴ
ァ
の
成
立
は
、:石
餘
と
マ
ー

ガ
リ
ン
.に
.限
ら
れ
な
い
全
油
脂
工
業 

を
包
括
す
る
ョ
I 
ロ
ッ
.パ
最
大
の
■ト
ラ
ス
ト
の
出
現
で
あ
り
、
世
界
的
な
規
模 

で
の
原
料
と
製
品
市
場.の
支
配
を
伴
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
：る
。
こ
の
よ
う
な
意 

義
は
全
く分
析
さ
れ
ず
、
と

の
著
作
で
は、
' ユ
ニ
Vリ
ー
ヴ
ァ
成
立

が
含の
経 

営
管
理
の
再
組
織
.
合
理
化
に
与
え
た
影
響
の
み
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
.

.

以
上
の
よ
う
.な
、
さ
ま
ざ
ま
な
欠
陥
を
も
つ
と
は
い
え
、
さ
き
に
の
ベ
た 

..よ
う
に
こ
の
著
作
が
英
国
独
占
研
究
の
上
に
も
た
ら
す
利
益
は
否
定
で
き
な 

.
い
。
こ
れ
に
賴
さ
れ
て
、
よ
り
多
く
の
産
樂
、
ま
た
、
よ
り
重
要
な
^
産 

業
に
ぉ
け
る
独
占
の
形
成.
発
展
の
歴
史
が
研
究
さ
れ
る
な
ら
ば
、
独
占
資 

本
主
義
研
究
ば.

1.

層
前
進
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

®

評
及
び
紹
介

A

'
H

1フ
デ
ー
シ
チ
モ
フ
著

渋

谷

一

郎

.M

r

へ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
モ

ス
ク
ヮ

へ
の
旅』

一
、

こ
の
ホ
が
_
訳
さ
れ
た
こ
と
の
意
味 

ロ
シ
ャ
文
学
に
関
し
て
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
現
^i

f

め
て
多
く
の
す
ぐ
れ 

た
訳
業
を
も
っ
て
い
る
。
だ
が
も
う
一
歩
進
ん
で
、
そ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
文 

学
を
坐
む
に
至
っ
た
ロ
シ
ャ
の
思
想
史
的
背
景
に
ま
で
ふ
み
こ
ん
だ
研
绝
は
、 

と
な
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
が
余
り
に
欠
け
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
ほ 

と
ん
ど
、

ロ
シ
ャ
思
想
の
研
究
は
文
学
の
面
に
だ
け
、
' つ
ま
り
市
場
的
に
保
証 

さ
れ
た
部
分
だ
け
が
繁
栄
し
て
い
た
と
い

っ

て

い

い

だ

ろ

う

。

と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
の
ラ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
家
達
の
場
合
と
同
じ
く
、

ロ
シ 

ャ
文
学
の
特
徴
は
何
よ
り
も
ま
ず
、.そ
れ
が
社
会
批
判
の
強
力
な
武
器
だ
、
た 

と
い
う
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
，口
シ
ヤ
文
学
の
場
合
、
徹
頭
徹
尾
こ
の 

社
会
批
判
を
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

れ

ば

「

ロ
シ
ャ
文
学
によ
っ

て
書 

き
つ
づ
.ら
れ
た
、,
.
.ロ
シ
ャ
の
生
活
に
た
い
す
る
偉
大
な
る
公_状」

(

ゲ
ル
ッ 

土

ン「

ロ
.シ
ャ
に
お
け
る
璀
命
思
想*の
発
達
に
：つ
い
て

」
)

で
あ
っ
た
0

書

評

及

び

轺
介

 

■

日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ャ
文
学
の
う
け
入
れ
方
は
、
ど
れ
、だ
け
ロ
シ
ア
文
学
の 

こ
の
祉
会
性
の
認
識
に.も
と
づ
い
て
い
る
か
、
極
め
て
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。 

巨
大
な
社
会
的
問
題
を
は
ら
ん
だ
文
学
も
日
本
に
移
入
さ
れ
る
時
、
大
正
期
を 

中
心
上
し
て
#.
.
づ̂
け
ら
れ
る
人
格
主
義
.
教
養
主
義
に
よ
っ
て
そ
の
社
会
性 

を
ぬ
き
と
ら
れ
、
単
に
個
人
心
情
の
文
学
と
し
.て
う
け
と
ら
れ
、
人
生
観
的
、 

人

格

、
王

義

的

な

も

.の

.に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
日
本
で
の
ロ
シ
ャ
文 

学
の
一
般
の
理
靜
は
佘
り
に
も
文
学
的
で
あ
づ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ 

ろ

う
-.
°

こ

の

こ

と

は

翻

訳

市

場

に

あ

る

制

約

を

課

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

ロ
.、ゾ

ャ

文

学

は

社

会

m
判
を
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
は
、

ロ
シ
ャ
に
お
け
る
社
会
批
判
は
常
に
文
学
活
動
を
逋
し
て
な
さ
れ
た
と
い
う
ベ 

き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は'も
ち
ろ
ん
.一
面
に
お
い
て
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
の
狂
暴
な
弾
圧 

に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
が
、.'
又
他
面
、
■

科
学
と
し
て
の
社
会
科
学
が
成
立 

す
る
為
の
現
実
的.
経
済
的
条
件
が
ま
.だ
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ 

る
0
:か
く
し
て
ラ
デー

シ
チ
エ
フ
を
先
駆
と
す
る
ゲ
ル
ツ

H

シ
3
ベ
リ
ン
ス
キ 

1
、
.チ
ェ
ル
ヌ
ィ
シ

工
フ
ス
キー

、
ド
ブ
ロ
リ

ユ

ボ
フ
、
ピ_

サ
レ
フ
等
々
の

革
命
的
思
想
家
達
は
す
べ
て
文
学
者
で
あ
り
、
か
づ
文
芸
批
評
家
で
も
あ
っ
た
。 

P
シ
ャ
文
学
の
繁
栄
に
比
し

V
'

口
シ
ャ
思
想
の
研
究
が
十
分
に
な
さ
れ
な
かっ
 

た
の
は
、
上
で
の
ベ.た
よ
う
な
、
.' 

R本
で
の
ロ
シ
ャ
文
学
の
う
け
入
れ
方
と
無 

.関
係
で
ゆ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
，余
り
に
文
学
的
な
理
解
.は
そ
の
社
会
性
の
看
過 

へ
、
し
た
が
っ.て
こ
れ
ら
R
シ
ヤ
社
会
思
想
家
達
を
研
毙
す
る
と
と
の
不
十
分 

さ
、
彼
ら
の
著
作
を
翻
訳
し
な
い
怠
慢̂
ど
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に 

渋
谷
氏
の
努
力
に
よ.っ
て
ラ
*チ
ー
y

チ
エ
フ
の
，「

旅」

.の

.翻

訳

が

現

わ

れ

た

こ

八

尤(

六
.五

七

〉


